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 1. はじめに 

 

(1) 計画策定の趣旨及び位置づけ 

本計画は、本格的な人口減少社会においても、暮らしやすい快適な都市環境を目指すた

め、人と環境にやさしい、持続可能なコンパクトなまちづくりと公共交通を中心とした交

通ネットワークの構築を図るものである。 

なお、本計画は「第六次前橋市総合計画」（平成 30 年度を初年度とする第七次総合計画

策定中）、「前橋市都市計画マスタープラン」等の上位関連計画を踏まえ、検討中の「立地

適正化計画」と相互に連携しながら進めていくものとする。 

 

 

 

 

(2) 計画の区域 

基本的には前橋市の全域を対象とする。 

 

 

 

 

 

(3) 計画の期間 

長期的な将来像を見据えつつ、平成 34 年度を目標年次とする 5 年程度とする。 
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 2. 地域の現状等 

 

 2-1 地理・地勢 

本市は、雄大な裾野を広げる赤城山を背に、坂東太郎として名高い利根川や詩情豊かな

広瀬川が市街地を貫流する、四季折々の風情にあふれた美しい県都である。古くから東国

の中心であり、明治時代には製糸業、戦後は積極的な工場誘致と土地区画整理事業が市の

発展を支えてきた。 

平成 16 年（2004 年）12 月 5 日には大胡町・宮城村・粕川村と合併し、平成 21 年（2009

年）5 月 5 日には富士見村と合併した。また平成 21 年（2009 年）4 月 1 日には中核市の指

定を受け、平成 24 年（2012 年）には市制施行 120 周年を迎え、新たな前橋市としてのまち

づくりがスタートしている。 

 

 

 

 

図 2-1 前橋市の位置図 
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 2-2 人口の動向 

(1) 人口の推計 

本市の人口は、既に減少局面へと突入しており、国立社会保障・人口問題研究所の推計

によれば、現状のまま人口減少が進んだ場合、2040 年（平成 52 年）には 280,181 人、2060

年（平成 72 年）には 220,541 人となると推計されている。 

現在までの年齢 3 区分別人口の推移を見てみると、生産年齢人口（15 歳～64 歳）は 1995

年（平成 7 年）以降、年少人口（0 歳～14 歳）は 1980 年（昭和 55 年）以降減少を続けて

いる。一方、老年人口（65 歳以上）は一貫して増加している。 

 

図 2-2 本市の人口推移（年別推移） 

資料：国勢調査（H27） 
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(2) 地域別の人口 

1) 総人口 

 JR 前橋駅、新前橋駅を中心とした、本庁地区、元総社地区や、上毛電鉄大胡駅、江木駅

周辺地域、南橘地区の国道 17 号（中山道）沿線に人口が集中している。 

旧富士見村、宮城村、粕川村市域の地区では、国道・県道沿い以外にも広い範囲で薄く

人口が分布している。 

 

  

図 2-3 前橋市における夜間人口の分布状況 

資料：国勢調査（H27）地域メッシュ統計 
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2) 高齢者 

① 高齢人口  

高齢人口は JR 前橋駅を中心とした市内西部、JR 両毛線の南側地域、国道 17 号沿線に集

中している。 

特に、1980 年代に中心部で進んだ公営住宅開発等により形成された比較的高密度な市街

地には多くの高齢者が分布する傾向にある。 

 

 

図 2-4 前橋市における高齢者人口（65 歳以上）の分布状況 

資料：国勢調査（H27）地域メッシュ統計 
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② 高齢化率 

 富士見地区、粕川地区の区域においては、高齢化率が非常に高い地域が点在している状

況にある。 

本庁地区等 90 年代までに人口の集積が進んだ市中心部では、清里・総社地区や前橋南 IC

周辺、樋越駅周辺等、新たに開発が進んだ郊外部よりも高齢化が進んでいる。 

 

 

図 2-5 前橋市における高齢化率（65 歳以上人口割合） 

資料：国勢調査（H27）地域メッシュ統計 
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 2-3 まちづくりの状況 

 土地利用の状況  2-3-1 

(1) 土地利用の状況 

都市計画区域内の空き地などの未利用地面積は年々増加しており、都市内の景観や良好

な市街地の形成の観点から、利活用ニーズ等を踏まえた区画の統合化や整序のための市街

地整備手法の導入などによる有効活用方策が必要である。 

 

図 2-6 土地利用現況図（平成 24 年） 

資料：都市計画基礎調査（H24） 
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(2) DID 拡大状況 

 前橋市の DID（人口集中地区）は、昭和 50 年から平成 7 年にかけて拡大しているが、旧

前橋市域内にとどまっており、合併後も横ばいの状況にある。また、人口集中地区内の人

口は、平成 7 年以降合併後も横ばいであり、人口密度は減少傾向にある。 

 

図 2-7 前橋市における DID の変遷 

資料：国土数値情報 

 

 

図 2-8 前橋市における DID 面積の変遷  図 2-9 前橋市における DID 人口・人口密度の変遷 

資料：「前橋の都市計画」、前橋市 
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(3) 区画整理事業の実施状況 

 前橋駅周辺の中心市街地だけではなく、大胡地区の①樋越駅周辺地域や北関東自動車道

②駒形 IC 周辺地域、③前橋南 IC 周辺地域等、現況で夜間人口が多く居住している地域で、

現在 11 の区画整理事業が施行されている。 

 

   

図 2-10 前橋市の区画整理事業施行中地区 

資料：【人口】国勢調査（H27）地域メッシュ統計    

   【区画整理事業】前橋市ホームページ「施行中地区一覧」 
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(4) 市街化調整区域（用途地域外）での開発の立地状況 

都市計画法第 29 条に基づく開発許可（市街化調整区域）件数の推移を見ると、毎年 200

～300 件前後で推移している。 

 

図 2-11 市街化調整区域の開発状況 

資料：前橋市建築指導課調査結果 

(5) 鉄道沿線の土地利用状況 

JR 両毛線や上毛電鉄等の公共交通沿線が市街化調整区域であることが多く、計画的な居

住等の誘導が難しい状況にある。 

 

図 2-12 鉄道沿線の土地利用状況 

資料：前橋市資料 
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(6) 既成市街地の人口減少 

この指標は、昭和 45 年時点の夜間人口が 20 人/ha 以上の地区の夜間人口の経年比較によ

り、既成市街地の発展又は衰退を表している。 

この数値が高いほど、既成市街地の人口が増加し大きく発展してきたことになるが、数値

が 1 を下回り、また、人口密度も低下していることから昭和 45 年と比較して平成 22 年の

既成市街地は衰退が進んでいることになる。 

昭和 45年 20人/ha以上メッシュの平成 22年人口

昭和 45年 20人/ha以上メッシュの昭和 45年人口
= 0.86 

 

   

図 2-13 夜間人口の分布状況(左：昭和 45 年、右：平成 22 年) 

資料：都市構造可視化計画 
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(7) 中心市街地における平面駐車場の分布状況 

多くの平面駐車場が点在していることから、魅力的な都市空間を創出し、中心市街地を

活性化させるため、土地の有効活用を図っていく必要がある。 

 

 

図 2-14 中心市街地における平面駐車場の分布状況 

資料：前橋市市街地総合再生計画（H27.5） 
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 都市機能配置  2-3-2 

(1) 商業機能 

 店舗面積が 6,000 ㎡を超える大型の商業施設は、80 年代までは旧前橋市域内の中心部に

近い地域にとどまっていたが、90 年代以降は旧前橋市域以外の郊外部に大型店舗が開設さ

れ、現在は前橋南 IC 周辺等、自動車での来店が前提となる地域にまで出店が進んでいる。 

 コンビニエンスストアは、人口が多い前橋駅、新前橋駅を中心とした旧前橋市域で非常

に多く出店しており、郊外部では、上毛電鉄沿線の一部の鉄道駅近隣に出店しているほか、

国道・県道のロードサイドに出店している。 

  

図 2-15 前橋市における商業機能施設の分布状況 

資料：【大型商業施設】大型小売店総覧 2018 

【コンビニ】ハローページ(電話帳) 

 

コンビニエンスストア 
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(2) 医療機能 

 病院は、旧前橋市域には広い範囲で立地しているが、旧町村地域ではほぼ立地しておら

ず、自動車や公共交通の乗り継ぎにより、旧前橋市域に通院していることが想定される。 

診療所は市内全域で非常に多く、高齢人口が多い中心部に特に密集している。旧町村地

域においては、高齢人口が比較的多い地域の近隣に診療所が開業しており、高齢者の医療

をある程度カバーしている状況にある。 

 

図 2-16 前橋市における医療機能施設の分布 

資料：国土数値情報 
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 市の財政状況  2-3-3 

(1) 社会保障関係費の増加 

国の「社会保障関係費」にあたる本市の「民生費」は、国と同様に年々増加しており、

平成 28 年度における一般会計決算額に占める割合は 35.5％に及び、今後も増加することが

見込まれる。 

また、生産年齢人口の減少により税収減少が見込まれる中、さらに民生費が増加すれば、

公共施設の建設・維持管理費の支出は益々圧縮される可能性がある。 

 

図 2-17 社会保障費の推移 

資料：前橋市統計書 
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 2-4 本市の交通の現状 

 交通ネットワークの整備状況  2-4-1 

(1) 鉄道 

市西部を縦断する JR 上越線と、市南部を横断する JR 両毛線が運行しており、高崎・東

京方面へアクセスが確保されている。また、上毛電鉄上毛線が市を横断するように配置さ

れており、みどり市・桐生市もアクセス可能となっている。 

JR 前橋駅、新前橋駅は利用者が集中しており、上毛線は、地域核となる大胡駅を除いて

は、利用が限られている状況にある。 

 

図 2-18 鉄道網図（一日平均乗降客数）  

資料：前橋市資料 
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図 2-19 JR 各駅の利用者数 

資料：JR 東日本 HP 

 

 

 

図 2-20 上毛電鉄上毛線の利用者数 

資料：上毛電鉄資料 
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(2) バス 

前橋駅周辺に集中し、複数系統が重なる駅前通りは、高頻度に運行している。 

JR 新前橋駅は JR 前橋駅よりも高崎方面への鉄道運行本数が多いが、駅に結節するバス路

線数は JR 前橋駅に比べ少ない状況にあり、市内郊外部から市中心部への移動よりも、高崎

方面等市域外へのアクセスを支えるネットワーク構造となっている。 

郊外へは中心部からの放射状のバスネットワークが形成されているが、特に大胡地区な

どでは、系統一本一本の頻度が低く、地域間を結ぶネットワークとして機能が不十分であ

ることが懸念される。 

 

※バス停別運行本数は、上下、系統合計の一日運行本数 

 

図 2-21 バス路線網図（バス停別運行本数） 

資料：国土数値情報 
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(3) コミュニティバス 

JR 前橋駅、新前橋駅を中心に、市中心部を循環するコミュニティバスが運行されている。 

 

 

図 2-22 バス路線網図（バス停別運行本数） 

資料：国土数値情報 
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(4) 道路ネットワーク 

本市中心部で国道 50 号、国道 17 号が交わっており、県内の交通の重要な軸となってい

る。 

 

図 2-23 道路網図 

出典：デジタル道路地図 
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(5) マイタク 

マイタクは、以下のいずれかの条件に該当する方を対象とした移動困難者対策である。

協力事業者が運行するタクシーを利用する際に、運賃の一部を前橋市が支援する。 

 

平成 28 年 4 月から平成 29 年 3 月までの間のマイタク利用者数は、約 22 万人となってお

り、1 日当たりの利用者数は、平成 29 年 3 月時点で約 650 人程度である。 

市外への利用は割合としては非常に少なく、市の内部で完結する利用が大半である。都

市機能誘導区域の本庁地区に関連する利用は、全体の約 50%を占め、群大附属病院を除き、

本庁地区の施設である群馬中央病院、赤十字病院など、大きな病院や、スズラン、けやき

ウォークなどの商業施設が立地するエリアに利用が集中している。 

 
図 2-24 年間の月別利用者数推移 

 

  
図 2-25 マイタクの利用範囲と本庁地区周辺の町別のマイタク利用状況 

資料：前橋市資料  
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 本市全域の公共交通の問題点  2-4-2 

(1) 低密度な市街地の外延化と過度な自動車依存の進行 

1) 自動車依存の進行状況 

モータリゼーションや道路整備の進展に伴い、公共交通機関から自動車への依存度が高

まった。移動の制約が低くなり、通勤通学圏や経済活動圏の拡がりとともに、市街地の人

口密度も低下してきた。 

 

表 2-1 自家用自動車の保有状況 

 

資料：（財）自動車検査登録情報協会資料（H27） 

 

図 2-26 旅客輸送分担率の推移 
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2) 高齢者の自動車利用の状況 

免許保有人口は平成 27年に約 24万人で、人口に対する免許保有率は 70％を超えている。

高齢者人口に対する免許保有率は 63.5％であり、今後も高齢者の免許保有率及び免許人口

は上昇し、高齢者の自家用車利用が増えることが考えられる。これにより、高齢者が関係

する自動車事故の増加が懸念される。 

 

 

図 2-27 高齢者の運転免許人口の推移 

資料：前橋市資料 

  

220 221 221
238 238 239 239 240 240 240

34 36 38 43 44 46 49 53 56 58

68.7% 69.0% 69.4% 69.8% 70.1% 70.4% 70.1% 70.3% 70.6% 70.7%

49.8%
51.3%

53.1%
54.8%

55.6%
56.9%

58.9%

60.9%
62.5%

63.5%

45.0%

50.0%

55.0%

60.0%

65.0%

70.0%

75.0%

0

50

100

150

200

250

300

H18 H19 H20 H21 Ｈ22 H23 H24 H25 H26 H27

千人
免許人口 高齢者免許人口 免許保有率 高齢者免許保有率



 

 

  
25 

 

  

(2) 交通不便地域の存在 

1) 鉄道勢圏及びバス勢圏のカバー率 

都市地域（市街化区域及び用途地域指定地域）内における鉄道勢圏と路線バス勢圏を見

ると、本庁、上川淵・下川淵、大胡地区では居住人口の 90％以上をカバーしているが、比

較的低い地域もあるため全体では 87.1％となっている。一方で、都市地域以外の交通不便

地域では、従来の路線バス方式にとらわれない、地域の移動需要の特性に合わせた運行サ

ービス導入を進める必要がある。 

また、公共交通不便地域においては、デマンド交通（ふるさとバス、るんるんバス）を

運行しているものの、不便地域は依然として残されている状況にある。 

 

図 2-28 鉄道および路線バスのカバー圏域 

資料：前橋市公共交通マスタープラン（H23） 
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2) 鉄道駅及びバス停と人口分布 

鉄道駅及びバス停の場所と人口分布（平成 27 年 12 月末現在の住基データに基づく 250m

メッシュ）とを比較すると、必ずしも鉄道駅圏域やバス停圏域と人口集積の高い地域が一

致していない状況が見られる。 

 

図 2-29 鉄道駅及びバス停と人口分布 

資料：前橋市住民基本台帳データ 

(人) 



 

 

  
27 

 

  

3) 人口分布と鉄道駅勢圏 

市人口と鉄道駅分布の相関として、上毛電鉄沿線において人口のはりつきが少ない状況

がみられる。また、JR 両毛線の前橋駅から伊勢崎駅間などでは、鉄道駅勢圏外において人

口集積が高い地域がみられる。 

 

図 2-30 500ｍメッシュ人口分布と鉄道駅勢圏 

資料：国勢調査(H27)地域メッシュ統計 
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4) バス停 300m 圏域 

【バス停 300ｍ圏域人口分布状況（全市域）】 

住基データ（平成 27 年 12 月末現在）を活用し、全市域のバス停 300ｍ圏域の人口分布を

表すと、次の図のようになる。 

 

図 2-31 バス停 300m 圏域人口分布(全市域) 

資料：【人口】前橋市住民基本台帳データ 

【バス停】国土数値情報 
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【バス停 300ｍ圏域人口分布状況（中心部）】 

住基データ（平成 27 年 12 月末現在）を活用し、中心部のバス停 300m 勢圏の人口分布を

表すと、次の図のようになる。 

 

図 2-32 バス停 300ｍ勢圏人口分布（中心部） 

資料：【人口】前橋市住民基本台帳データ 

【バス停】国土数値情報 
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(3) ネットワーク化されていない鉄道網 

現状において、JR前橋駅と上毛電鉄中央前橋駅の間はシャトルバスによって連絡され

ているが、直接の乗り入れが行われておらず、鉄道網のネットワーク化が図られていな

い状況にある。 

 

(4) その他の課題 

本市においては、中心市街地と官公庁地区、鉄道駅等が離れて立地しているため、地

域間を移動する際の抵抗感が大きい。 

また、地域間を結ぶ上でポイントとなる本町二丁目交差点は形状が複雑である上に、

交通量が多く、渋滞が発生している。さらに、街並みの連続性を分断しており、歩行者

の平面横断もできないなど、地域間を移動する際のネックとなっている。 

 

 

図 2-33 中心市街地の機能立地状況 
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(5) 前橋駅へ一極集中するバス路線網 

1) 市全域のバス路線の運行状況 

本市においては、前橋駅を中心として、放射方向にバス路線が運行されている。この

ため、市内の環状方向の移動に当たっては、一度中心市街地までアクセスし、バスを乗

り継ぐ必要があるなど、放射線間の移動が不便な状況にある。 

 

 

図 2-34 路線バスの運行経路状況 

資料：国土数値情報 
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2) 中心部のバス路線の運行状況 

前橋市の中心部では各事業者が多くの系統を設定しており、バス路線が輻輳している状況にある。特にＪＲ前橋駅から本町や県庁前、住吉町交番前等のバス停を経由する路線において顕著である。 

 

図 2-35 中心部におけるバスの運行状況（マイバスを除く） 
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運行会社 ３社

平　 日 ５３本

土日祝 ２３本

群大病院（上り）

路線バス運行会社数及び運行本数 （市中心部）

注：上記の停車本数は、平日下りを抜粋したもの。(H27.10.1現在)

（参考）バス停ごとの自主、委託の各停車本数

バス停名
停車本数
（自主）

停車本数
（委託）

表町 215 143

坂下 34 74

本町 181 95

市役所・合庁前 94 95

県庁前 94 95

千代田二丁目 133 0

前橋公園 27 51

千代田三丁目 140 13

住吉町交番前 140 13

三中前 33 13

群大病院入口 100 0

群大病院 55 0

若宮町十字路 25 15

城東町二丁目 25 48

中央前橋駅前 25 61

中央前橋駅 9 19

中央病院入口 63 27

三河町 6 26

けやきウォーク前橋 25 5

合計 1,424 793

運行会社 ３社

平　 日 ４０本

土日祝 ３２本

若宮町十字路（下り）

運行会社 ３社

平　 日 ４４本

土日祝 ３７本

若宮町十字路（上り）
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「表町」バス停には6社の68系統407本が停車し、時間帯別にみても、7時台から19時台

までの間で時間あたり20本を超える水準となっている。 

 

表 2-2 路線バス系統数の状況(表町バス停) 

関越交通 永井運輸 
日本中央 

バス 

群馬中央 

バス 
上信電鉄 群馬バス 合計 

21 16 23 3 2 3 68 

 

表 2-3 路線バス本数の状況(表町バス停) 

 

（平成 28 年 7月現在） 

 

  

関越交通 永井運輸
日本中央

バス
群馬中央

バス
上信電鉄 群馬バス 合計

6時台 2 1 2 3 1 9
7時台 8 4 5 2 3 1 23
8時台 13 10 6 4 1 1 35
9時台 9 6 5 2 3 1 26

10時台 14 7 4 3 3 1 32
11時台 13 6 6 2 1 2 30
12時台 14 6 1 1 3 1 26
13時台 10 5 3 3 1 2 24
14時台 14 6 4 3 2 1 30
15時台 13 7 5 2 1 1 29
16時台 12 7 5 2 2 2 30
17時台 13 9 7 4 1 1 35
18時台 12 5 6 2 2 1 28
19時台 12 8 4 1 3 2 30
20時台 6 4 2 3 15
21時台 3 3
22時台 2 2

合計 170 91 65 37 27 17 407
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「本町」バス停においても6社の50系統282本が停車し、時間帯別にみても、7時台から

19時台までの間で時間あたり15本を超える水準となっている。 

 

表 2-4 路線バス系統数の状況(本町バス停) 

関越交通 永井運輸 
日本中央 

バス 

群馬中央 

バス 
上信電鉄 群馬バス 合計 

17 10 16 2 2 3 50 

 

 

表 2-5 路線バス本数の状況(本町バス停) 

 

（平成 28 年 7月現在） 

  

関越交通 永井運輸
日本中央

バス
群馬中央

バス
上信電鉄 群馬バス 合計

6時台 2 1 2 1 6
7時台 7 3 4 1 2 1 18
8時台 11 8 4 3 1 1 28
9時台 7 4 3 1 1 1 17

10時台 9 5 2 2 2 1 21
11時台 9 5 4 1 1 2 22
12時台 10 4 1 2 1 18
13時台 6 4 2 2 1 2 17
14時台 10 4 2 2 1 1 20
15時台 9 4 3 1 1 1 19
16時台 7 5 2 1 1 2 18
17時台 9 6 5 3 1 1 25
18時台 8 4 3 1 1 1 18
19時台 8 6 3 1 2 2 22
20時台 4 2 2 8
21時台 3 3
22時台 2 2

合計 121 64 38 24 18 17 282
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3) 前橋駅における鉄道・路線バスのダイヤの接続状況 

JR前橋駅における鉄道と路線バスとの接続状況の例として、「県庁前」経由のバスとの

接続状況を見ると、多くの列車においてはJR前橋駅に到着後15分以内に接続しているバ

スが複数ある一方で、9:02着（高崎方面行）のように、接続していない列車もある。 

JR前橋駅に到着後、15分以内に路線バスに接続している鉄道本数の割合は、桐生方面

が約75%、高崎方面が約78%である。 

 

表 2-6 JR 両毛線の JR 前橋駅到着時刻とバス発車時刻の接続状況①(県庁前経由のバス) 

（始発～15 時） 

 
（平成 28 年 7月現在） 

  

JR前橋駅着時刻 県庁前経由のバス発時刻
桐生方面行 高崎方面行 上信電鉄 群馬バス

5:39 0
5:48 0

6:15 0
6:24 6:22 6:30 6:30 2
6:32 1
6:40 1

6:54 0
7:07 3

7:12 3
7:19 7:30 2
7:33 7:34 7:38 7:48 7:43 3
7:46 7:47 7:50 8:00 7:50 8:00 7:57 5
8:04 8:03 8:07 8:09 8:11 8:05 8:05 5
8:19 8:19 8:25 8:23 8:28 3

8:35 0
8:33 8:36 4

8:37 8:50 4
8:50 8:49 9:00 1

9:02 0
9:17 9:25 9:25 2

9:29 9:40 9:37 2
9:38 9:45 9:45 9:45 3

9:55 0
9:57 9:59 10:04 10:05 10:15 10:03 4

10:17 0
10:22 10:25 10:30 10:30 10:30 10:30 5
10:41 10:39 10:45 10:45 10:45 10:45 10:45 5
10:58 10:59 11:05 11:10 2

11:15 0
11:14 11:20 11:22 4

11:22 11:30 11:35 11:30 11:33 6
11:34 11:45 11:40 2

11:44 11:55 1
11:56 12:05 12:00 3

12:04 1
12:13 12:20 3

12:22 12:30 12:35 4
12:45 0

12:44 12:55 12:47 2
12:54 13:03 2

13:02 13:10 13:10 13:10 4
13:14 2

13:22 2
13:36 13:45 13:45 3

13:44 13:55 2
14:00 0

14:02 14:03 14:05 14:10 2
14:20 14:25 14:20 0

14:27 14:35 14:35 14:40 14:34 14:40 5
14:45 14:45 0

14:44 14:42 14:52 1
15:00 0

15:00 15:05 15:10 2
15:09 15:15 1

15:25 0
15:25 15:27 15:35 1

15:45 15:45 0
15:46 15:55 15:53 15:50 3
16:02 16:05 16:05 16:05 16:05 5

16:05 16:20 16:20 3
16:22 16:25 2

16:31 16:45 16:40 3
16:43 16:47 2
16:52 16:51 17:05 17:00 3

17:08 17:20 17:23 17:20 0
17:20 17:22 17:25 17:25 5
17:30 17:40 17:45 17:45 6

17:50 17:51 17:50 0
17:49 17:49 18:00 1
18:00 18:02 18:05 18:10 2
18:12 18:25 18:20 2

18:30 0
18:32 18:32 18:38 18:45 18:45 18:35 4
18:44 18:53 1
18:55 19:03 19:10 19:00 19:07 4

19:12 19:15 19:15 3
19:20 19:30 2
19:33 19:39 3

19:37 19:50 3
19:52 19:57 20:00 19:55 20:05 20:00 19:55 6
20:05 20:12 20:10 2
20:14 20:15 0
20:29 20:40 1
20:46 20:46 0
21:02 21:12 1
21:21 21:20 0
21:36 0
21:44 0

21:49 0
21:57 0
22:14 22:14 0
22:31 0
22:47 0
23:06 0

23:17 0
23:30 0
23:37 0
23:49 0
0:07 0
0:20 0

8:40 8:42 8:45

13:50

16:55

19:43 19:45

11:25 11:25

12:25 12:25

13:05

13:25 13:25

16:10

16:35

19:25

17:34 17:35 17:35

6:45

7:20 7:15

12:10

7:22

接続
本数日本中央バス 群馬中央バス永井運輸関越交通
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表 2-7 JR 両毛線の JR 前橋駅到着時刻とバス発車時刻の接続状況②(県庁前経由のバス) 

（15 時～終電） 

 
（平成 28 年 7月現在） 

※JR 両毛線の列車が JR 前橋駅に到着後、3 分～15 分の間に発車するバスの便を「接続して

いる」と判断している。3 分は乗り継ぎ時間を想定している。 

※赤のハッチは列車の到着後 15 分以内に発車する路線バスがないもの。 

※青のハッチは列車の到着後 16 分以上たってから発車する路線バスを示す。 

 

表 2-8 各方面の鉄道運行本数と路線バスが接続している鉄道本数 

 
（平成 28 年 7月現在） 

  

JR前橋駅着時刻 県庁前経由のバス発時刻
桐生方面行 高崎方面行 上信電鉄 群馬バス

5:39 0
5:48 0

6:15 0
6:24 6:22 6:30 6:30 2
6:32 1
6:40 1

6:54 0
7:07 3

7:12 3
7:19 7:30 2
7:33 7:34 7:38 7:48 7:43 3
7:46 7:47 7:50 8:00 7:50 8:00 7:57 5
8:04 8:03 8:07 8:09 8:11 8:05 8:05 5
8:19 8:19 8:25 8:23 8:28 3

8:35 0
8:33 8:36 4

8:37 8:50 4
8:50 8:49 9:00 1

9:02 0
9:17 9:25 9:25 2

9:29 9:40 9:37 2
9:38 9:45 9:45 9:45 3

9:55 0
9:57 9:59 10:04 10:05 10:15 10:03 4

10:17 0
10:22 10:25 10:30 10:30 10:30 10:30 5
10:41 10:39 10:45 10:45 10:45 10:45 10:45 5
10:58 10:59 11:05 11:10 2

11:15 0
11:14 11:20 11:22 4

11:22 11:30 11:35 11:30 11:33 6
11:34 11:45 11:40 2

11:44 11:55 1
11:56 12:05 12:00 3

12:04 1
12:13 12:20 3

12:22 12:30 12:35 4
12:45 0

12:44 12:55 12:47 2
12:54 13:03 2

13:02 13:10 13:10 13:10 4
13:14 2

13:22 2
13:36 13:45 13:45 3

13:44 13:55 2
14:00 0

14:02 14:03 14:05 14:10 2
14:20 14:25 14:20 0

14:27 14:35 14:35 14:40 14:34 14:40 5
14:45 14:45 0

14:44 14:42 14:52 1
15:00 0

15:00 15:05 15:10 2
15:09 15:15 1

15:25 0
15:25 15:27 15:35 1

15:45 15:45 0
15:46 15:55 15:53 15:50 3
16:02 16:05 16:05 16:05 16:05 5

16:05 16:20 16:20 3
16:22 16:25 2

16:31 16:45 16:40 3
16:43 16:47 2
16:52 16:51 17:05 17:00 3

17:08 17:20 17:23 17:20 0
17:20 17:22 17:25 17:25 5
17:30 17:40 17:45 17:45 6

17:50 17:51 17:50 0
17:49 17:49 18:00 1
18:00 18:02 18:05 18:10 2
18:12 18:25 18:20 2

18:30 0
18:32 18:32 18:38 18:45 18:45 18:35 4
18:44 18:53 1
18:55 19:03 19:10 19:00 19:07 4

19:12 19:15 19:15 3
19:20 19:30 2
19:33 19:39 3

19:37 19:50 3
19:52 19:57 20:00 19:55 20:05 20:00 19:55 6
20:05 20:12 20:10 2
20:14 20:15 0
20:29 20:40 1
20:46 20:46 0
21:02 21:12 1
21:21 21:20 0
21:36 0
21:44 0

21:49 0
21:57 0
22:14 22:14 0
22:31 0
22:47 0
23:06 0

23:17 0
23:30 0
23:37 0
23:49 0
0:07 0
0:20 0

8:40 8:42 8:45

13:50

16:55

19:43 19:45

11:25 11:25

12:25 12:25

13:05

13:25 13:25

16:10

16:35

19:25

17:34 17:35 17:35

6:45

7:20 7:15

12:10

7:22

接続
本数日本中央バス 群馬中央バス永井運輸関越交通

JR前橋駅着時刻 県庁前経由のバス発時刻
桐生方面行 高崎方面行 上信電鉄 群馬バス

5:39 0
5:48 0

6:15 0
6:24 6:22 6:30 6:30 2
6:32 1
6:40 1

6:54 0
7:07 3

7:12 3
7:19 7:30 2
7:33 7:34 7:38 7:48 7:43 3
7:46 7:47 7:50 8:00 7:50 8:00 7:57 5
8:04 8:03 8:07 8:09 8:11 8:05 8:05 5
8:19 8:19 8:25 8:23 8:28 3

8:35 0
8:33 8:36 4

8:37 8:50 4
8:50 8:49 9:00 1

9:02 0
9:17 9:25 9:25 2

9:29 9:40 9:37 2
9:38 9:45 9:45 9:45 3

9:55 0
9:57 9:59 10:04 10:05 10:15 10:03 4

10:17 0
10:22 10:25 10:30 10:30 10:30 10:30 5
10:41 10:39 10:45 10:45 10:45 10:45 10:45 5
10:58 10:59 11:05 11:10 2

11:15 0
11:14 11:20 11:22 4

11:22 11:30 11:35 11:30 11:33 6
11:34 11:45 11:40 2

11:44 11:55 1
11:56 12:05 12:00 3

12:04 1
12:13 12:20 3

12:22 12:30 12:35 4
12:45 0

12:44 12:55 12:47 2
12:54 13:03 2

13:02 13:10 13:10 13:10 4
13:14 2

13:22 2
13:36 13:45 13:45 3

13:44 13:55 2
14:00 0

14:02 14:03 14:05 14:10 2
14:20 14:25 14:20 0

14:27 14:35 14:35 14:40 14:34 14:40 5
14:45 14:45 0

14:44 14:42 14:52 1
15:00 0

15:00 15:05 15:10 2
15:09 15:15 1

15:25 0
15:25 15:27 15:35 1

15:45 15:45 0
15:46 15:55 15:53 15:50 3
16:02 16:05 16:05 16:05 16:05 5

16:05 16:20 16:20 3
16:22 16:25 2

16:31 16:45 16:40 3
16:43 16:47 2
16:52 16:51 17:05 17:00 3

17:08 17:20 17:23 17:20 0
17:20 17:22 17:25 17:25 5
17:30 17:40 17:45 17:45 6

17:50 17:51 17:50 0
17:49 17:49 18:00 1
18:00 18:02 18:05 18:10 2
18:12 18:25 18:20 2

18:30 0
18:32 18:32 18:38 18:45 18:45 18:35 4
18:44 18:53 1
18:55 19:03 19:10 19:00 19:07 4

19:12 19:15 19:15 3
19:20 19:30 2
19:33 19:39 3

19:37 19:50 3
19:52 19:57 20:00 19:55 20:05 20:00 19:55 6
20:05 20:12 20:10 2
20:14 20:15 0
20:29 20:40 1
20:46 20:46 0
21:02 21:12 1
21:21 21:20 0
21:36 0
21:44 0

21:49 0
21:57 0
22:14 22:14 0
22:31 0
22:47 0
23:06 0

23:17 0
23:30 0
23:37 0
23:49 0
0:07 0
0:20 0

8:40 8:42 8:45

13:50

16:55

19:43 19:45

11:25 11:25

12:25 12:25

13:05

13:25 13:25

16:10

16:35

19:25

17:34 17:35 17:35

6:45

7:20 7:15

12:10

7:22

接続
本数日本中央バス 群馬中央バス永井運輸関越交通

桐生方面 高崎方面
鉄道の本数 65 41
接続便がある本数 49 32
接続割合 75.4% 78.0%
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 中心市街地の公共交通の問題点  2-4-3 

(1) 商品販売額及び製造品出荷額の推移 

本市の商業（飲食店を除く）は、平成 26 年現在、店舗数では 3,132 店、従業者数は 23,981

人、年間商品販売額は約 3,734 億円となっている。 

小売業の販売額の推移を見てみると、平成 11 年以降は減少傾向を示している。 

また、工業は、平成 26 年現在、従業員 4 人以上の事業所数は 456 所、従業者は 18,897 人、

製造品出荷額は約 5,719 億円となっている。 

製造品出荷額については、民間企業の撤退や市外流出などの影響もあり、平成 16 年から

平成 26 年にかけて、10％以上減少している。 
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図 2-36 小売業の店舗数・従業者数・年間商品販売額の推移 

資料：前橋市統計書、群馬の商業  ※販売額は小売業のみ 

 

 

図 2-37 製造業の事業所数・従業者数・年間製造品出荷額の推移 

資料：前橋市統計書、工業統計調査  ※4人以上の事業所 
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(2) 中心市街地における地価の推移 

中心市街地の住宅地地価の推移を見ると、昭和 63 年以後、急激に上昇しているが、これ

にあわせて、ＤＩＤ人口密度が低下している。この時期に地価の安い郊外住宅地等へ市街

地が広がったことが考えられる。 

 

 

図 2-38 市街地（住宅地）の地価と DID 人口密度の推移 

資料：国土交通省公示地価調査、国勢調査より作成 
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 3. 人々の移動の実態および公共交通に対する市民の意向 

 

 3-1 人々の移動の実態 

 データ概要  3-1-1 

(1) 使用データ概要 

平成 27 年度に実施された群馬県パーソントリップ調査を用いて、本市における人の移動

実態を分析する。 

群馬県パーソントリップ調査の概要は以下のとおりである。 

 

表 3-1 群馬県パーソントリップ調査の概要 

調査主体 群馬県 

調査時期 平成 27 年 10,11 月 

調査対象圏域 前橋市、高崎市、桐生市、伊勢崎市、太田市、館林市、渋川市、藤岡市、富岡

市、安中市、みどり市、榛東村、吉岡町、下仁田町、甘楽町、玉村町、板倉町、

明和町、千代田町、大泉町、邑楽町、足利市 

 

(2) 分析対象データの抽出条件 

本市の移動実態の分析にあたり、以下の条件で平成 27 年度群馬県パーソントリップ調査

データより分析用データを抽出する。 

表 3-2 分析対象データの抽出条件 

No 抽出条件 対象 

1 前橋市で発 or 着のトリップ ○ 

2 前橋市を通過する(乗換のある)トリップ ☓ 

3 上記以外 ☓ 

 

  



 

 

  
44 

 

  

【参考】 

トリップ： 人がある目的をもって、ある地点からある地点へと移動する単位を「トリップ」

といいます。 

代表交通手段： 1 回のトリップでの代表的な交通手段を示します。複数の交通手段を用いる場

合は、優先順位の高い交通手段を指します。 

（優先順位：鉄道＞バス＞自動車＞二輪車＞徒歩） 

例：下記の様な移動（徒歩⇒バス⇒徒歩）の場合の代表交通手段は「バス」となります。 

 

図 3-1 トリップの概念 

出典：群馬県総合都市交通計画協議会 HP 
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 本市全体の移動実態  3-1-2 

(1) 交通手段分担率 

 自動車の分担率があらゆる移動目的で高く、自動車利用を前提とした生活スタイルが定着

している。一方で、バスの分担率は極めて低く、最も高い通学で約 1%であり、公共交通の

利便性を高めて、自動車依存抑制が求められる状況である。 

 

 

図 3-2 代表交通手段分担率 

資料：平成 27 年度群馬県パーソントリップ調査 
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(2) 地域間の移動状況 

1) 全手段 

 郊外部における動きが多く、一方で中心部の動きは少なくなっている。 

 市の外縁部や市外からのトリップは、市中心部へ向かわず郊外で止まっている。 

 

 

 

図 3-3 地域間トリップ数（全手段） 

資料：平成 27 年度群馬県パーソントリップ調査 
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2) バス 

 市の北側と前橋駅を結ぶトリップが多い。 

 

 

 

図 3-4 地域間トリップ数 

（代表交通手段：バスおよび鉄道端末交通手段：バス） 

資料：平成 27 年度群馬県パーソントリップ調査 
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3) 自動車 

 郊外における動きが多く、中心部では自動車はあまり利用されていない。 

 市の外縁部や市外からのトリップは、市中心部へ向かわず郊外で止まっている。 

 

 

図 3-5 地域間トリップ数 

（代表交通手段：自動車 および鉄道端末交通手段：自動車） 

資料：平成 27 年度群馬県パーソントリップ調査 

  

5Km

高速自動車国道
一般国道
主要地方道
市町村境界
小ゾーン
鉄道線

[トリップ]



 

 

  
49 

 

  

 公共交通の需要に関する分析  3-1-3 

(1) 現況のバスの需要 

1) 移動目的構成比 

 バス利用時の移動目的は通勤・通学が 32%で私事が 23%である。 

 これは全目的の通勤・通学 20%、私事 30%と逆転した構成比である。 

 

 

図 3-6 移動目的構成比（代表交通手段：バス） 

資料：平成 27 年度群馬県パーソントリップ調査 

2) 時間帯の構成比 

 午前 7,8 時台が朝のラッシュとなっており、午前 8 時台は一日を通して最も多い。 

 夕方のラッシュは 16 時台から始まっている。 

 

図 3-7 バスの時間帯別構成比（代表交通手段：バス） 

資料：平成 27 年度群馬県パーソントリップ調査 
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3) 地域別の発生集中密度 

 バスの利用の多いエリアは、中心部である前橋駅の北側に集中し、さらに南北方向に広が

っている。 

 その他、群馬大学荒牧地区や駒形バイパス方面でも一定の利用が見られる。 

 

図 3-8 地域別発生集中密度 

（代表交通手段：バスおよび鉄道端末交通手段：バス） 

資料：平成 27 年度群馬県パーソントリップ調査 

(参考：発生集中量の計算条件) 

発生集中量の算定に当たっては、下図の通り、代表交通手段でバスを利用しているものに加

え、端末交通手段としてバスを利用して鉄道駅へ向かっているトリップを対象とした。 

 

図 3-9 発生集中量の計算条件（イメージ） 
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(2) 現況の鉄道の需要 

1) 駅別乗降客数 

 前橋駅の利用が最も多く、次いで新前橋駅、駒形駅、前橋大島駅、群馬総社駅の順であり、

JR 線の駅が上位 5 駅を占めている。 

 中央前橋駅は群馬総社駅に次ぐ乗降客数である。 

 

図 3-10 駅別乗降客数 

資料：平成 27 年度群馬県パーソントリップ調査 

2) 駅別端末手段別分担率 

 駅別端末手段別分担率をみると、主に徒歩と自転車の分担率が高い。 

 

図 3-11 駅別端末手段別分担率 

資料：平成 27 年度群馬県パーソントリップ調査 
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 公共交通の潜在的な需要  3-1-4 

(1) 運転免許保有による外出の状況 

1) 外出率 

 運転免許を保有しない人は外出率が低い。自動車を自ら運転できないことが外出の障壁に

なっていると考えられる。 

 

図 3-12 性別 年齢階層別 運転免許保有有無別 外出率 

資料：平成 27 年度群馬県パーソントリップ調査 

2) 交通手段分担率 

 運転免許を保有しない人は自動車の分担率が低く、鉄道の分担率が高い。 

 また、女性の免許なしは、男性の免許なしに比べて送迎自動車が多い。 

 

図 3-13 性別 運転免許保有有無別 交通手段分担率 

資料：平成 27 年度群馬県パーソントリップ調査 
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 高齢者等の外出の状況  3-1-5 

(1) 運転免許非保有高齢者の分布 

 大胡地区など比較的郊外のエリアは、運転免許を持たない高齢者を多数抱えている。 

 一方、人口密度に換算すると市中心部の方が高密度となっている。 

 

図 3-14 地域別の運転免許非保有高齢者数 

資料：平成 27 年度群馬県パーソントリップ調査 

 

図 3-15 運転免許非保有高齢者の人口密度 

資料：平成 27 年度群馬県パーソントリップ調査 
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 立地適正化計画における拠点地域へのアクセス状況  3-1-6 

(1) 立地適正化計画における都市機能誘導区域の検討状況 

以下の分析では現在検討中の立地適正化計画において、都市機能誘導区域の候補とされ

ている地域への移動の様子について分析する。 

 

表 3-3 立地適正化計画における都市機能誘導区域の案 

拠点種類 拠点名 

中心拠点 本庁地区 

地域拠点 

新前橋駅周辺地区 

大胡地区 

前橋南部地区 

生活拠点 

群馬総社駅周辺地区 

前橋大島駅周辺地区 

駒形周辺地区 

(2) 各拠点地域への集中量 

 本庁地区への集中量は約 20 万トリップあり、その他の拠点地域への集中量を大きく上回る。 

 

図 3-16 拠点地域への集中量 

資料：平成 27 年度群馬県パーソントリップ調査 
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(3) 拠点地域への交通手段分担率 

 いずれのゾーンにおいても、自動車の分担率が最も高い一方で、バスの分担率は極めて低

い。 

 

図 3-17 拠点地域への交通手段分担率 

資料：平成 27 年度群馬県パーソントリップ調査 
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(4) 拠点地域の後背圏 

1) 本庁地区 

 本庁地区へのトリップは、地区内部での動きが多く、周辺への後背圏の広がりは小さい。 

 

 

図 3-18 本庁地区へのトリップ発生密度 

資料：平成 27 年度群馬県パーソントリップ調査 
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 3-2 公共交通に対する市民の意向 

 本市の交通体系全般に対する市民意見  3-2-1 

市民を対象とした居住の現状や移住に関する意識調査において、交通・公共交通に対す

る不満や将来的な不安が多く挙げられており、人口減少や高齢化に対しての取組として、

公共交通網の充実を選択する意向が多く確認されている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※アンケート調査対象：市内に在住の満 18 歳以上の男女 

図 3-19 公共交通に関する市民意向（1/2） 

資料：人口ビジョン策定に係る調査報告書（H27.7 前橋市） 

 

  

53.7

34.3

25.4

23.9

23.1

21.6

19.4

14.2

10.4

8.2

8.2

5.2

1.5

22.4

0.7

0 10 20 30 40 50 60

交通の便が悪い

土地になじみや愛着がない

買い物環境が整っていない

親や子どもの家が遠い

地域や人とのつながりが弱い

行政サービスに不満がある

土地・住宅を所有していない

保健・福祉・医療が充実していない

教育・スポーツ施設が充実していない

自然環境が良くない

子育て・教育の環境が良くない

防災・防犯への備えが整っていない

物価が高い

その他

無回答

問10-2 前橋市に住み続けたいと思わない理由をご回

答ください。（あてはまるものすべてに○）

n=134

※「前橋市に住

み続けたいと思

わない」と回答し

た人のみ対象

％

68.0

52.0

48.0

48.0

36.0

32.0

20.0

20.0

20.0

20.0

20.0

16.0

16.0

12.0

20.0

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0

公共交通機関の充実

買い物等の日常的な生活の便利さ

高齢者介護等の福祉サービスの充実

病院等の医療機関の充実

安全安心な生活の確保（防犯・災害対策の充実）

仕事の確保

仕事や暮らし等の移住先の情報の充実

イベントやにぎわいの創出

文化・スポーツ施設の充実

住宅（居住施設）取得等の費用支援

娯楽施設、趣味や余暇の場の充実

道路等の都市基盤の整備

子育てや教育環境の充実

地域・人とのつながりの充実

その他

問11-2-1前橋市外へ移住する際に必要な条件や環境（あてはまるものすべて

に○）

n=25

※「今後前橋市外へ移住す

る可能性がある」「特に理由

はないが移住したい」と回答

した人のみ対象

％

45.0

44.7

26.0

25.4

17.5

14.0

11.3

10.0

4.2

1.3

0.8

0.3

0.0 5.0 10.0 15.0 20.0 25.0 30.0 35.0 40.0 45.0 50.0

人がいなくなって地域の活力がなくなる

医療・介護等の福祉サービスが行き届かなくなる

空き家が増加して住環境が悪化する

働き手がいなくなる

公共料金が高くなる

スーパーや商店がなくなる

災害が起きた場合に支えてくれる人がいない

公共交通機関が廃止されて不便になる

道路等の社会基盤の整備が行き届かなくなる

その他

わからない

無回答

問12-1 人口減少や高齢化に対する不安をご回答ください。（○は３つま

で）

n=1113

※人口減少や高齢化に対

して「不安を感じる」「どち

らかといえば感じる」と回

答した人のみ対象

％
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【自由回答の主要意見】 

◆インフラ整備・住みやすいまちづくりについて 91 件 

・公共交通網を充実して、車を持っていなくても生活しやすい町がいいです。(女性/30 歳代) 

・要望として、公共交通網の充実をあげます。市内循環バスの路線外の地域の方の買物や通院の足が確保

されると良いと思う（マイバスの路線拡大）。働きながら子育て世帯への、保育園の数や、学童施設の

内容充実のための支援（保育士や学童保育支援員の資質の向上のために予算をいただきたい）。(女性/60

歳代) 

・医療機関の質・量共、県内で最良と思います。上越線を新前橋駅でなく、前橋駅と直結させたり、高崎

線からの直通便があれば、北毛地区、南部からの患者、家族も利用しやすくなるのではないでしょうか。

(男性/50 歳代) 

・郊外にスーパーや商店を誘致して生活をしやすくしてほしい。駅と市街地の距離が離れているから街が

活性しないと思う。高崎駅のように駅周辺に商店を増やした方がいいと思う。駐車場の整備。企業を誘

致して雇用を増やしてほしい。(男性/30 歳代) 

 

出典：人口ビジョン策定に係る調査報告書（H27.7 前橋市） 
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 市民のバス利用状況  3-2-2 

 平成 28 年度に前橋市民を対象に実施したアンケート調査結果より、バス利用者は、女性高

齢者が比較的多いが、65 歳以上を含め多くの方がバスを利用していない状況である。今後

の高齢化進展も踏まえ、公共交通が利用しやすい環境整備が必要である。 

 

図 3-20 性別・年齢別のバス利用状況 

資料：平成 28 年前橋市民アンケート調査 
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 市民の最寄りバス停認知度  3-2-3 

 最寄バス停を知らない人が多く、非利用者にはバスの運行自体が意識されていないため、

今後、広報・啓発、情報案内の充実が必要である。 

 

①64 歳以下・バス利用あり ②64 歳以下・バス利用なし 

  

図 3-21 最寄りのバス停の認知度 

（64歳以下・バス利用あり） 

図 3-22 最寄りのバス停の認知度 

（64 歳以下・バス利用なし） 

③65 歳以上・バス利用あり ④65 歳以上・バス利用なし 

  

図 3-23 最寄りのバス停の認知度 

（65 歳以上・バス利用あり） 

図 3-24 最寄りのバス停の認知度 

（65 歳以上・バス利用なし） 

資料：平成 28 年前橋市民アンケート調査 

  

記入

あり

78%

わか

らない

20%

無回

答

2%

(n=138)

記入

あり

34%

わか

らない

57%

無回

答
9%

(n=303)

記入

あり

83%

わか

らない

9%

無回

答

8%

(n=209)

記入

あり
41%

わか

らない

43%

無回

答

16%

(n=406)
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 現在のバス利用者のニーズ  3-2-4 

(1) 現在のバスの利用目的 

 平成 28 年度にバスの利用者を対象に実施したアンケート調査結果より、バスは、ピーク時

の通勤・通学、オフピーク時の趣味・娯楽・社交・買物等、様々な目的で利用されており、

これら活動の目的・時間に合わせた運行が必要である。 

 

 

図 3-25 バスの利用目的 

資料：平成 28 年バス利用者アンケート調査 

  

0% 20% 40% 60% 80%

通勤

通学

趣味･娯楽

･社交

買物

通院

その他

無回答

64歳以下、ピーク利用 64歳以下、オフピーク利用

65歳以上、ピーク利用 65歳以上、オフピーク利用

全体
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(2) バス利用者の満足度 

 バス利用者は、運行本数、運行時間帯、定時性に関して不満を抱えており、65 歳以上より

64 歳以下で不満が大きい。 

 

 

 

図 3-26 バス利用者の満足度 

資料：平成 28 年バス利用者アンケート調査 
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(3) バス利用時に困っていること 

1) 利用前 

 平成 29 年度に路線バスの利用者を対象に実施したアンケート調査結果より、バスを利用し

ようと思った時に困っていることは「使いたい時間にバスが運行していない」、「電車や

バスとの乗り継ぎが不便」といったバスのサービスに関する回答が多い。 

 バスを待っている時に困っていることでは「待ち時間が長い」、「バスが遅れてくる」と

いったバスの運行頻度やバスの定時性に関する回答が多い。特に通勤・通学目的の利用者

が集中するピークバス利用者からの回答が多い。 

 通勤・通学などに利用されている都心部のバスの運行頻度や運行時間帯の見直し、乗り継

ぎ地点における結節強化、バスの定時性の確保を重点的に検討する必要がある。 

  

図 3-27 バスを利用しようと思った時に 

困っていること 

（全回答者 n=429） 

図 3-28 バスを待っている時に困っていること 

 

（全回答者 n=429） 

資料：平成 29 年バス利用者アンケート調査 

  

24%

11%

14%

52%

37%

17%

0% 20% 40% 60%

どのバスを利用すれば

いいか分からない

どこにバス停が
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使いたい時間に
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時刻表・路線図が

分かりにくい

ベンチ・屋根がない

その他
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2) バス乗降時 

 バスに乗る時と降りる時に最も困っていることは「Suica 等の IC カードが使えなかった」

といった支払方法に関する回答が多い。 

 交通系 IC カードの導入を重点的に検討する必要がある。 

  

図 3-29 バスに乗る時に困っていること

（全回答者 n=429） 

図 3-30 バスを降りる時に困っていること

（全回答者 n=429） 

資料：平成 29 バス利用者アンケート調査 

3) バス利用中 

 バスに乗車中に最も困っていることは「行先にいつ到着するか分からない」というバスの

定時性に関する回答が多い。 

 自由記述では、「バス運転手の運転が荒い」、「車内放送が聞き取りづらい」などのバス

ドライバーのサービスに対する意見が多数みられる。 

 バスの定時性の確保、バスドライバーのサービス向上に関する施策を重点的に検討する必

要がある。 

  

図 3-31 バスに乗車中に困っていること(全回答者n=429) 図 3-32 その他の自由意見分類 

資料：平成 29 年バス利用者アンケート調査 

19%

12%

45%

9%

0% 20% 40% 60%

乗りたいバスか

分からない

バスの入口の段差

Suica等のICカード

が使えなかった

その他

10%

40%

11%

18%

8%

0% 20% 40% 60%

運賃が分かりにくい

Suica等のICカード

が使えなかった

バスの出口の段差

バス停と目的地

が遠い

その他

8%

10%

17%

11%

10%

12%

0% 20% 40% 60%

バス車内の段差

現在位置が分からな

い

行先にいつ到着する

か分からない

車内の放送が

聞き取りにくい

運転手の対応が

不親切だった

その他

20

9

6

3

2

2

1

5

0 10 20 30

運転手の対応

車内環境

乗客のマナー

混雑

支払方法

情報手供

定時性

その他 (n=48)



 

 

  
65 

 

  

 市民が推進を期待する施策  3-2-5 

 公共交通に関する取組で、年齢、バスの利用の有無を問わず全ての層から優先して実施す

べきと考えられている施策は、「取組①：軸となるバス路線の明確化」「取組②：公共交

通の利用が不便な地域の解消」「取組③：駅や主要バス停の乗り換えを円滑に」「取組④：

バリアフリー化」である。 

 

※取り組みの優先度を 5段階評価で 1または 2と回答した人の割合 

図 3-33 公共交通に関する取組の優先度（年齢層別・バス利用有無別の比較） 

資料：平成 29 年前橋市民アンケート調査 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

取組①

軸となるバス路線の明確化

取組②

公共交通の利用が不便な地域の解消

取組③

駅や主要バス停の乗り換えを円滑に

取組④

バリアフリー化

取組⑤

バス待ち環境を快適に

取組⑥

情報案内を分かりやすく

取組⑦

サイクルトレインの推進

取組⑧

交通系 IC カードの導入

取組⑨

都心のバス路線の利便性向上

取組⑩

コミュニティサイクルの導入

取組⑪

歩行・自転車利用環境の改善

取組⑫

パーク&ライドの推進

取組⑬

自動車による来訪、通過交通の抑制

64歳以下・利用あり(n=108) 64歳以下・利用なし(n=303)

65歳以上・利用あり(n=117) 65歳以下・利用なし(n=307)
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【意見の収集方法について】 

本計画の策定にあたり、以下の 4 種類のアンケートを実施し、市民および路線バス利用

者の意見を収集した。 

 

表 3-4 アンケ―トの概要と反映箇所 

 実施年度 対象者 主な質問内容 反映箇所 

1 平成 28 年 市民 

 路線バスの利用状況 

 路線バスの満足度 

など 

3-2-2 市民のバス利用状況 

3-2-3 市民の最寄りバス停認知度 

2 平成 28 年 バス利用者 

 路線バスの利用状況 

 路線バスの満足度 

など 

3-2-4 (1)現在のバスの利用目的 

 3-2-4 (2)バス利用者の満足度 

3 平成 29 年 市民 

 路線バスの利用状況 

 取り組みの優先度 

など 

3-2-5 市民が推進を期待する施策 

4 平成 29 年 バス利用者 

 路線バスの利用状況 

 路線バス利用時に困っ

ていること 

など 

3-2-4 (3)バス利用時に困っていること 
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 4. 上位計画及び関連計画等の整理 

 

 4-1 上位計画におけるビジョン 

 第六次前橋市総合計画改訂版（平成 25 年 3月策定）  4-1-1 

本市では、人もまちも生き生きと輝く「生命都市いきいき前橋」の実現に向けて、市民

と行政が共に進めるまちづくりの指針として、平成 20 年度を初年度とする第六次前橋市総

合計画の策定を踏まえ、様々な国内情勢の変化や本市を取り巻く環境の変化を勘案し、第

六次前橋市総合計画を見直し、平成 25 年度を初年度とする第六次前橋市総合計画改訂版を

策定した。 

 

将来都市像を実現するための都市デザインの総合的な方向性を「都市のグランドデザイ

ン」と位置づけ、拠点及び土地利用の方針が示されている。 
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図 4-1 将来都市構造図 

出典：第六次前橋市総合計画改訂版 
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 前橋市都市計画マスタープラン改訂版（平成 27 年 3 月策定）  4-1-2 

あらゆる機能を集積させた単独の地区(中心市街地)だけで全市民の生活を支え、広大な市

域全体の発展をけん引するのではなく、個々の特性や役割にあわせた都市機能を持つ地区

を有し良好な自然環境と共生する地域が発展し、そして、これら地域の連携による相乗効

果で市全体がひとつの都市として発展することが大切である。 

そのため、本市では、将来都市像の実現に際して、都市づくりの理念も踏まえながら、

このような「ひとつの都市として市全体が地域とともに発展するコンパクトなまちづくり」

を目指していく。 

 

図 4-2 前橋市が目指すコンパクトなまちづくりのイメージ 

出典：前橋市都市計画マスタープラン改訂版（平成 27 年） 

 

本市の都市空間形成における総合的な方向性として、ユニバーサルデザインの考え方及

び都市と自然の調和を基本に、多様な人々や資源、情報が交流する都心核と、地域核や地

域拠点・生活拠点など、地域の発展を支える集約拠点を有機的に結びつけることで、市全

体として均衡がとれたまちづくりを進める。 

 

図 4-3 将来都市構造イメージ図 

出典：前橋市都市計画マスタープラン改訂版（平成 27 年） 
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本市の目指す将来都市構造は、拠点としての「都心核・地域核」「地域拠点・生活拠点」

と、それらを結ぶ「交通施設網」、さらに計画的な「土地利用」から構成される。 

 

 

図 4-4 将来都市構造 

出典：前橋市都市計画マスタープラン改訂版（平成 27 年） 
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 4-2 関連計画におけるビジョン 

 ぐんま“まちづくり”ビジョン 前橋市アクションプログラム  4-2-1 

（H26 年 6 月策定） 

本市では、群馬県が平成 24 年 9 月に策定した「ぐんま“まちづくり”ビジョン」を受け

て、上位計画である総合計画や実施計画、都市計画マスタープラン等との整合性を図りな

がら、人口減少・超高齢社会への対応といった都市を取り巻く環境の変化を踏まえ、具体

的なまちづくりの取組を着実に進めるための実現化計画としてアクションプログラムを策

定している。 

(1) 基本方針 

 

  



 

 

  
72 

 

  

(2) 重点プロジェクト 

本市が目指すべき望ましいまちを実現するにあたっては、複数の関連する事業を一つの

プロジェクトとして実施することで、個別に着手するよりも大きな効果を発現することが

期待できる。そのため、特に本計画策定後おおむね 5 年以内に効果発現が期待される複数

の関連事業を一つのプロジェクトとして設定している。 

 

1) 中心市街地の土地利用増進や魅力ある都市空間整備によるにぎわい創出 

中心市街地の魅力を高め、活力を創出するため、民間活力の導入促進やまちなか居住の

推進により土地利用増進を図ることとしている。また、中心市街地の求心力向上のため、

円滑な移動手段を確保するとともに、市民の交流の場となる都市空間整備により、回遊性

を向上し、にぎわいを創出することとしている。 

 

2) 公共交通利便性向上等による低炭素型拠点集約都市構造の推進 

本市の顔となる中心市街地や各地区の拠点へ都市機能を集約し、各種サービスを享受す

ることができるようにするため、これらを結ぶ公共交通の利便性向上・利用促進、過度な

自動車依存による環境負担を軽減し、低炭素で持続可能なまちを目指すこととしている。 
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 県都まえばし創生プラン（前橋版人口ビジョン・総合戦略）  4-2-2 

本市の人口は、2004 年をピークに人口減少局面へと転じ、2010 年に約 34 万人であった人

口は、2060 年には約 22 万人まで減少すると見込まれており、市民への意識調査では、8 割以

上の方が「人口減少や高齢化に対して不安を感じる」としている。 

人口減少問題は、病気に例えれば「慢性疾患」である。本市の現状を分析し（診察）、目

標を定め（治療方針）、適切な施策を講じる（治療）ことが重要である。人口ビジョンでは、

本市の現状分析（診察）と目標の設定（治療方針）を、総合戦略では、目標達成に向けた

施策（治療）をそれぞれ提示している。 

 

【人口ビジョン】 

本市の人口を分析し、今後目指すべき将来の方向と人口の将来展望を示す 

期間：2060 年まで 

 

【総合戦略】  

人口ビジョンの結果を踏まえ、今後５か年で取り組むべき施策を示す 

期間：5 年間（2015～2019 年度（平成 27～31 年度）） 
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 前橋版人口ビジョン  4-2-3 

(1) 理念 

本市は、水と緑にあふれる豊かな自然環境、高い農業生産力、充実した医療環境など、

健康や医療に関する恵まれた地域特性を有している。 

こうした地域特性を活かしながら、「子どもが生まれ、育ち、学び、働き、家族になり、

生み、育てる」という好循環を形成し、将来にわたって、「子どもたちの元気な声を聞くこ

とができる」、そして、ここに暮らす市民が生涯にわたって活躍し、「ずっと住み続けたい」

と思えるまちを目指すこととしている。 

 

 

(2) 人口の将来展望 

国の長期ビジョン及び本市の人口に関する考察・推計結果を踏まえ、本市が目指すべき

人口の将来展望を以下のとおり設定している。 

 

 

 

 

 

【理念】 

子どもたちの元気な声が聞こえる ずっと住みたい生涯活躍のまち 

～健康医療都市まえばし ～ 

【人口の将来展望】 

●2040 年 

・人口３０万人 

・人口割合（年少：生産年齢：老年）＝１４％：５１％：３５％ 

 

●2060 年 

・人口２６万５千人 

・人口割合（年少：生産年齢：老年）＝１５％：５２％：３３％ 
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【４つの人口シミュレーション】 

本市としては、シミュレーション４を目指す。 

 

図 4-5 将来人口推計 

出典：前橋版人口ビジョン 
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【将来人口推計に基づく年齢３区分別人口】 

 

 

 

 

 

図 4-6 将来人口推計に基づく年齢３区分別人口 

出典：前橋版人口ビジョン  
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 前橋版総合戦略  4-2-4 

 
図 4-7 前橋版総合戦略における KPI とコンセプト 

出典：県都まえばし創生プラン(平成 28 年) 

図 4-8 前橋版総合戦略における創生プランの体系 

出典：県都まえばし創生プラン(平成 28 年) 
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１０のシンボル事業（さきがけ１０） 

●人口減少・超高齢化社会というピンチをチャンスに変える 

●人口減少問題の克服や東京一極集中の是正を解決する全国モデルを創る 

●日本再生の魁となる前橋市を創り、人々を幸せにする 

「若者（18-34 歳、特に女性）の結婚・出産・子育ての希望をかなえる」、「若者の定着と

高齢者の活躍により、地域の活力を維持する」という２つの基本目標達成に向けて、前橋

市が取り組む１０の先導的・象徴的事業は以下のとおりである。 

 
図 4-9 前橋版総合戦略における 10 のシンボル事業 

出典：県都まえばし創生プラン(平成 28 年)  
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 5. 目指すべき都市の姿の検討 

 

 5-1 本市の課題及び今後の方向性の整理 

前述までの整理を踏まえ、本市における課題を以下にまとめる。 

 

表 5-1 課題の整理 

現状  問題 

(市街地の現状) 

 広く薄い人口分布 

 未利用地の増加 

 市街化区域外の開発の進展 

 市街化区域外にも鉄道駅が多数存在 

(交通の現状-バス以外) 

 他の都市と比べて著しく高い自動車分担率 

 公共交通不便地域の存在 

 ネットワーク化されていない鉄道網 

(交通の現状-バス) 

 前橋駅から放射路線が主体のバス路線網となっており、市街化区域および用途

地域指定地域以外で交通不便地域が存在している 

 中心部で複雑に輻輳するバス路線網 

 バスと鉄道の接続不良 

 路線バスについては本数が少ない、使いたい時間帯に運行していない、バスが遅れ

てくると感じている人が多く、非利用者はルートへの不満もある 

 バスが便利になったら買物でバスを利用したいという意向が見られる 

 バスの増便を望む声が多い 

 

１： 

自動車分担

率が高 く環

境負荷の高

い交通体系

となっている 

 市街地が低密度で広がっており、 

効率的な公共交通網の形成を困難にしている 

 既成市街地における人口の減少 

 中心市街地における平面駐車場の点在 

 郊外型大型店舗の分散立地 

 医療施設の分散立地 

 中心部へのトリップが少なく、郊外部間の移動が多い 

 本町二丁目交差点(五差路)により、歩行者や自転車の回遊が妨げられている 

 前橋駅から商店街・官公庁・公園などの主要拠点が離れて配置されていることや、

その間に複雑な形状の交差点があることなどにより、街並みの連続性が欠けている 

 

２： 

中心市街地

を訪れる人が

少なく、活力

が失われてい

る 

 高齢化の進展 

 高齢者人口密度は中心部で高く、高齢化率は富士見地区や粕川地区に高い

地域が存在する 

 社会保障費の増加 

 高齢者免許保有率の上昇 

 免許を持たない高齢者の外出率が低く、特に、合併前の旧町部分等の公共交

通不便地域で、免許を持たない高齢者が多い 

 免許返納後のバス利用に不安を感じる市民が多い 

 

３： 

高齢化が進

展し、将来の

外出に不安

を覚える高齢

者が多い 
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前ページの課題を踏まえ、今後の方向性を以下に整理する。 

 

○ 将来人口動態を捉え、効率的な都市経営を図っていくうえで、

コンパクトな都市づくりを進めていく必要がある。 

 

○ 過度な自動車交通への依存から脱却するために、公共交通のネ

ットワーク化による利便性向上を図っていく必要がある。 
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 5-2 目指すべき都市の姿（将来都市構造）の検討 

【市全体のイメージ】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5-1 目指すべき姿のイメージ(市全体) 

 

  

≪薄く拡散したまち≫ ≪コンパクトなまち（目指すべき将来）≫ 

●まちに出にくく家の中で生活しが
ち、健康的でない 

●自動車ばかりで渋滞や事故が発生、
環境も悪化 

●人が歩かない・活気がない商店街 

○環境にも優しい、公共交通中心の交
通体系 

○高齢者も元気にまちに出て健康的に
活動する 

○人がたくさん歩き、活気にあふれる
中心市街地 

住みたくない、住み続けられない たくさんの人が住み続けたい、続けられる 

人や企業が流出する 人が住む、企業が来る（流出しない） 

税収が減少、地域への愛着が減少 税収が安定、地域愛着の増大 

衰退するまち 持続可能で文化・人間性の豊かなまち 

目指すべき都市構造 
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【中心市街地のイメージ】 

      

図 5-2 目指すべき姿のイメージ(中心市街地) 

 

本計画は、並行して検討を進めている立地適正化計画と相互に連携することで、公共交

通軸を中心としたコンパクトなまちづくりを実現し、中心市街地の土地利用増進や魅力あ

る都市空間整備によるにぎわい創出、および公共交通利便性向上等による低炭素型拠点集

約都市構造の推進を図っていくものである。 
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 5-3 交通体系変革の必要性の検討 

【本市における交通体系の現状】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【交通体系変革の必要性】 

 

 

 

 

 

 

図 5-3 交通体系変革の必要性 

 

  

○自動車依存型社会の進展：自動車依存による通勤通学圏や経済活動圏の拡大と人口密度の低下 

○超高齢化と高齢者の自動車利用増：高齢化率が 28.1％（H29.9 末）に達し、高齢者ドライバーの増加に

よる自動車関連事故増等への懸念 

○公共交通の衰退：鉄道およびバス利用の経年的な減少による路線存続の危機 

過度に自動車に依存しない交通体系が必要 

人々の多様な移動ニーズに対応し円滑に移動できる環境づくり 

郊外部から都心地域や駅周辺拠点エリアに人を導く環境づくり 

このまま対策を打たない場合に予想される状態 目指すべき方向性 

自動車交通への 
さらなる依存 

自動車交通依存 
からの脱却 

公共交通サービスの 
さらなる低下 

公共交通利用者の 
増大 

公共交通利用者の 
減少 

公共交通サービスの 
充実 
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 【現在と将来の公共交通軸と都市機能集積のイメージ】 

検討が進められている立地適正化計画における拠点形成等の将来都市構造に応じて、鉄

軌道及びバスネットワークを体系的に再構築し、公共交通沿線への居住・施設誘導を図っ

ていく。 

 

図 5-4 現在の公共交通軸と都市機能集積のイメージ 

 

 

図 5-5 将来の公共交通軸と都市機能集積のイメージ  
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 6. 計画の目標と達成状況の評価について 

 

 6-1 計画目標の設定 

 上位関連計画における目標  6-1-1 

(1) 第六次前橋市総合計画改訂版(平成 25年) 

平成 25 年に策定された第六次前橋市総合計画改訂版では将来都市像として「生命都市い

きいき前橋」を掲げており、「元気で楽しいまちづくり」を目指している。 

高齢化の進展している本市においては、高齢者をはじめとした全ての世代が元気に暮ら

せることが将来都市像の実現に欠かせない条件となると考えられる。 

 

 

図 6-1 第六次前橋市総合計画改訂版における将来都市像 

出典：第六次前橋市総合計画改訂版(平成 25 年)  

本市は、水と緑あふれる豊かな自然環境や高い農業生産力、充実した医療環境など、生

命に関係する恵まれた地域特性と、悠久の時の流れに培われた歴史的価値や、地域の多様

な個性、文化的価値を有しています。

これらの特徴は、本市が生命を尊び、育み、守るにふさわしい都市であることの証であ

り、引き続き、誰もが安全に安心して快適に暮らせる都市環境を持続していきます。

また、本市固有の地域特性と、市民や地域が持つ「力」を都市の成長を支える栄養とし

て活用し、地域の活力が地域の中で持続的に循環する流れを作り出すことで、従来の概念

や価値観に捉われない「新たな前橋らしさ」を生み出していきます。

このように、県都としての求心力や都市全体の活力を高めながら、「産業や人材を育み、

皆が住みやすく、自然にもやさしく、文化が豊かであること」を基本に、「元気で楽
しいまちづくり」を進め、人もまちも生き生きと輝く「生命都市いきいき前橋」

の実現を目指します。

前橋市は、人もまちも生き生きと輝く都市を目指して、

を将来都市像とします。

改訂基本構想

将来の都市の姿1

ｰ16 ｰ ｰ17 ｰ
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「生命都市」のモデルとして以下の図が提示されており、中心的機能空間と田園・森林

エリア、住宅エリア、産業エリアの交流の促進が求められている。特に中心的機能空間に

おいては、都市の中核となる各機能のコンパクトな集積を推進し、その一要素として、人

と環境にやさしい移動手段が位置づけられている。 

 

図 6-2 「生命都市」のイメージ 

出典：第六次前橋市総合計画改訂版(平成 25 年) 

Ⅲ 後期基本計画

「生命都市」が都市の活力を高めながら、持続的に発展していくためには、都市の栄養が各地域で循環す

るだけではなく、都市全体で多様な生命活動が展開され、交流が促進される必要があります。

各地域や各機能が相互に影響し合い、有機的に結びつくことで、前橋独自の産業や文化が創出され、都市

の個性や発信力を高めることにつながります。

本市には、豊かな自然の恵みを育む田園や森林、都市の経済活動の源である様々な産業、居住環境が整備

された市街地等、多様な地域と都市機能が存在しています。

特に「生命都市」の心臓部に当たる「中心的機能空間（シティ・コア）」は、都市の様々な生命活動を結び

つけ、「都市の恵み」を都市全体に浸透させるための結節点であり、「生命都市」を象徴する「都市の顔」と

して整備すべき空間です。

都市の中核となる各機能のコンパクトな集積を推進することで、都市の魅力や求心性が高まり、商業サー

ビス機能や文化機能などの「中心的機能」を軸とした多彩な地域資源循環が促進され、「生命都市」の新たな

魅力と活力が生み出されていくこととなります。

田園・森林エリア

赤城山麓や利根川の水と緑をはじめとす

る、豊かな自然の恵みを守り 、市民、来訪者

が活用するエリアです。

産業エリア

自然環境等に配慮した農林業や、

地域特性を活用した製造業など、生

産機能を担うエリアです。

住宅エリア

多様なコミュニティ活動が展開さ

れ、緑豊かな環境の中で、安全・安

心に生活できる快適な居住環境が整

備されているエリアです。

行政機関等の業務機能のほか 、多様な都市機能が集積され 、市民

や来訪者にとって利便性が高い、魅力的な都市空間を形成します。

人と自然に配慮した 、水と緑あふれる景観の整備を進め 、市民や

来訪者に親しまれる、生命都市を象徴する空間を目指します。

街なか
居住機能

商業
サービス機能

文化機能

人と環境にやさしい

移動手段

豊かな水辺と緑

中心的機能空間

（シティ・コア）

ｰ26 ｰ ｰ27 ｰ

Ⅲ 後期基本計画
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(2) 県都まえばし創生プラン 

平成 28 年に策定された県都まえばし創生プランでは目指す将来の方向として「生涯活躍

のまち」を掲げており、公共交通分野においても、高齢者が活躍しやすい移動環境を考え

る必要がある。 

 

 

 

図 6-3 前橋版総合戦略における創生プランの理念 

出典：県都まえばし創生プラン(平成 28 年) 

 

また、同プランの体系図には「都市のコンパクト化と交通ネットワーク形成」が全ての

課題に関係するものとして位置づけられている。 

図 6-4 前橋版総合戦略における創生プランの体系(再掲) 

出典：県都まえばし創生プラン(平成 28 年) 
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 目標の設定  6-1-2 

上位計画である第六次前橋市総合計画や県都まえばし創生プランにおける目標を、公共

交通の分野から支え、かつ都市計画マスタープランに整合しながら、交通の視点からまち

づくり上の問題を克服するべく、以下の通り、「地域公共交通網形成計画の目標」を設定す

る。 

 

 

 
地域公共交通網形成計画の目標 

目標① 

「環境にやさしいまち」 

市民生活の様々な場面で公共交通をかしこく使い、 

移動の利便性と環境負荷低減を両立できるまち 

目標② 
「人がたくさん歩き、活気にあふれる中心市街地」 

中心市街地へ訪れやすく、コンパクトで回遊しやすいまち 

目標③ 
「高齢者が健康的に活動できるまち」 

自動車を持たない・運転しない高齢者であっても自由に動けるまち 
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 6-2 目標の達成状況の評価指標 

 交通の視点からのまちづくりの目標の評価指標  6-2-1 

前項で設定した地域公共交通網形成計画の目標それぞれに対する評価指標について、以

下のように設定する。 

目標の達成度を計る評価指標としては、施策の実施量(事業進捗)ではなく、それによる社

会の変化である事業効果によって設定する。 

 

目標 評価指標(事業効果) 現状値 
目標値 

(H34年度) 

1 環境にやさしいまち 

市民一人あたりの年間公共交通

利用回数 

57 回 

(H28 年度） 
59 回 

鉄道・バスなどの公共交通機関が

便利であると感じる人の割合 

20% 

(H28 年度) 
26%※1 

2 

人がたくさん歩き、

活気にあふれる 

中心市街地 

中心部への来訪者数 ※2 
12,942 人/8h 

(H27 年度) 
15,300 人/8h 

3 
高齢者が健康的に

活動できるまち 

鉄道・バスなどの公共交通機関が

便利であると感じる高齢者の割合 

60 歳代 20.2% 

70 歳代 32.0% 

(H28 年度) 

60 歳代 26.0% 

70 歳代 38.0% 

※1 計画最終年度（H34）に市民アンケートを実施しない場合、前年度等の結果を使用 

※2 中心市街地活性化区域内の 9 箇所における歩行者・二輪車交通量の合計値。休日 10

時～18 時の 8 時間。 
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 6-3 目標達成に向けた施策パッケージ 

 目標を達成するための施策パッケージ  6-3-1 

目標として掲げた「環境にやさしいまち」および「人がたくさん歩き、活気にあふれる

中心市街地」を達成するため、以下の①～⑥の施策パッケージを設定する。「⑥多様な主体

の連携によるみんなで支える交通まちづくりの推進」については①～⑤の施策パッケージ

と連携し、「環境にやさしいまち」と「人がたくさん歩き、活気にあふれる中心市街地」の

双方を支えるものとして位置づける。 

また、「高齢者が健康的に活動できるまち」という目標の達成に向けては、個別の施策パ

ッケージを設けず、各施策パッケージにおいて高齢者を重点ターゲットに置くこととする。 

 

目標 施策のパッケージ 

「環境にやさしいまち」 

市民生活のさまざまな場面で公共交通を 

かしこく使い、移動の利便性と環境負荷低減を 

両立できるまち 

① 拠点間を結ぶ公共交通軸の

強化・形成 

⑥ 多様な主体の

連携によるみん

なで支える交通

まちづくりの推進 

② 各拠点へのアクセスの向上 

③ 公共交通の利便性向上 

「人がたくさん歩き、 

活気にあふれる中心市街地」 

中心市街地へ訪れやすく、回遊しやすいまち 

④ まちなかの回遊性の向上 

⑤ 都心地域への自動車利用の

抑制 

 

「高齢者が健康的に活動できるまち」 

自動車を持たない・運転しない 

高齢者であっても自由に動けるまち 

→全ての施策において高齢者を重点ターゲットとする 
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 7. 取り組むべき施策の検討 

 7-1 施策体系 

 各施策の取り組み方について  7-1-1 

平成 29 年 7～8 月に実施した、本市の公共交通に関する市民および路線バス利用者向け

アンケートを行い、その結果を踏まえて、市民の期待度が高い 6 つの施策を重点施策とす

ることとした。重点施策については、一年ごとの事業進捗の目標値を定め、施策の進行状

況を重点的に管理する。 

また、施策内容および各施策相互の関連性を考慮し、短期的に取り組む施策と長期的に

取り組む施策に分類した。 

表 7-1 各施策の取り組み方について 

No 施策パッケージ 個別施策 
短期的 

な施策 

中長期的 

な施策 

1-1 拠点間を結ぶ公共

交通軸の強化・形

成 

幹線バス路線の明確化 ○  

1-2 幹線バスの定時性確保 ○  

1-3 鉄軌道のネットワーク化  ○ 

2-1 
各拠点へのアクセス

性の向上 

公共交通不便地域の解消 

（地域内交通の導入） 
○  

2-2 鉄道駅や主要バス停における結節強化 ○  

2-3 群馬総社駅西口の開設  ○ 

3-1 

公共交通の利便性

向上 

バリアフリー化 ○  

3-2 バス待ち環境の快適化 ○  

3-3 分かりやすい情報案内 ○  

3-4 バスドライバーのサービス向上 ○  

3-5 サイクルトレインの推進 ○  

3-6 サイクル＆バスライドの推進 ○  

3-7 交通系 IC カードの導入  ○ 

4-1 

まちなかの回遊性の

向上 

都心幹線の形成 ○  

4-2 
コミュニティサイクルの導入 

（サイクルポート設置等） 
○  

4-3 歩行・自転車利用環境の改善  ○ 

4-4 本町二丁目交差点の改良  ○ 

5-1 都心地域への自動

車利用の抑制 

パーク＆ライド等の推進 ○  

5-2 都心周縁部の駐車施設の集約化  ○ 

   ■：重点施策  

資料3-1 
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表 7-2 各施策の実施スケジュール(1 年ごと) 

   

H30 H31 H32 H33 H34
中期

（H35～H39）
長期

（H40～）

1-1 幹線バス路線の明確化

1-2 幹線バスの定時性確保

1-3 鉄軌道のネットワーク化

2-1
公共交通不便地域の解消

（地域内交通の導入）

2-2
鉄道駅や主要バス停におけ

る結節強化

2-3 群馬総社駅西口の開設

3-1 バリアフリー化

3-2 バス待ち環境の快適化

3-3 分かりやすい情報案内

3-4
バスドライバーの

サービス向上

3-5 サイクルトレインの推進

3-6 サイクル＆バスライドの推進

3-7 交通系ICカードの導入

4-1 都心幹線の形成

4-2
コミュニティサイクルの導入

（サイクルポート設置等）

4-3
歩行・自転車利用環境の改

善

4-4 本町二丁目交差点の改良

5-1 パーク＆ライド等の推進

5-2
都心周縁部の駐車施設の集

約化

都心地域への自

動車利用の抑制

施策

拠点間を結ぶ公

共交通軸の強

化・形成

各拠点へのアク

セス性の向上

公共交通の利便

性向上

まちなかの回遊

性の向上

運行計画

の検討
段階的に実施

運行手法や計

画の検討、実

証実験の実施

実施

実施計画の検討

関係者の協議・調整

段階的に実施

段階的に実施

実施計画の検討 段階的に実施

実施計画の検討 段階的に実施

実施手法

の検討
段階的に実施

実施計画

の検討

段階的に実施
運行計画の検討

関係者の協議・調整

実施手法

の検討
段階的に実施

実施計画

の検討

関係者の協議・調整

実施計画の検討
関係者の

協議・調整

段階的に

実施

計画の検討

関係者の協議・調整 実施

実施計画の検討
関係者の

協議・調整
段階的に実施

関係者の協議・調整計画の検討 実施

段階的に実施

関係者の協議・調整

実施手法

の検討
段階的に実施

関係者の

協議・調整

実施計画

の検討
段階的に実施

段階的に計画を検討

段階的に整備着手

計画の検討
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 3 つの目標を達成するための施策パッケージ  7-1-2 

(1) 「環境にやさしいまち」実現のための施策パッケージ 

『「環境にやさしいまち」市民生活の様々な場面で公共交通をかしこく使い、移動の利便

性と環境負荷低減を両立できるまち』を実現するために、図 7-1 に示す施策による公共交

通網を形成する。 

 

(その他の施策) 

 

 

図 7-1 公共交通網の形成イメージ①  
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(2) 「人がたくさん歩き、活気にあふれる中心市街地」実現のための施策パッケージ 

『「人がたくさん歩き、活気にあふれる中心市街地」中心市街地へ訪れやすく、回遊しや

すいまち』を実現するために、図 7-2 に示す施策による公共交通網を形成する。 

 

(その他の施策) 

 

図 7-2 公共交通網の形成イメージ② 

 

(3) 「高齢者が健康的に活動できるまち」実現のための施策 

『「高齢者が健康的に活動できるまち」自動車を持たない・運転しない高齢者であっても

自由に動けるまち』の実現に向けては、各施策パッケージにおいて、高齢者を重点ターゲ

ットとする。  
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 地域公共交通網再編の全体像  7-1-3 

上記の施策パッケージを重ね合わせると 

図 7-3 のようになり、これが本市の目指す公共交通網の体系を示す。 

 

 

図 7-3 公共交通網の形成の全体像 
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 7-2 施策メニューの概要 

 5 つの基本方針を実現するための方策  7-2-1 

(1) 拠点間を結ぶ公共交通軸の強化・形成 

施策番号 1-1 施策名 幹線バス路線の明確化 

施策概要 ①広域幹線の充実 

・広域幹線として、前橋駅と立地適正化計画における市内拠点及び隣接市を結ぶ公

共交通軸を設定する。バス路線については「①渋川市方面」「②南部拠点・玉村

町方面」を広域幹線に位置付けるとともに、既存バス路線の見直しを検討する。 

・市民のニーズの高い運行頻度および運行時間帯については、概ねピーク 10 分間

隔、オフピーク 30 分間隔、朝 6 時から夜 22 時までをカバーする運行ダイヤによ

り、都市の基軸となる公共交通網を形成する。 

②広域幹線を補完する地域間交通の確保 

・広域幹線を補完する地域間交通として、本市が欠損補助を行っている既存の委託

路線を中心に、路線や区間毎の需要に応じ、運行本数や車両の大きさなど適正な

サービス水準に見直し、持続可能性の高い公共交通サービスを確保する。 

 

図 7-4 幹線の明確化のイメージ 
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実施主体 前橋市、バス事業者 

実施地域 市内全域 

実施時期 H30 H31 H32 H33 H34 
中期 

(H35～H39) 

長期 

(H40～) 

①②        

 

事業進捗

の目標 

① 2 路線で再編を実施 

② 2 路線で再編を実施（例：城南地区への地域内交通導入に伴う路線） 

 

  

 段階的に実施 運行計画の検討 

 

検 

 

の検討 

 

検 



 

 

  
98 

 

  

 

施策番号 1-2 施策名 幹線バスの定時性確保 

施策概要 ①バス専用レーンの設置 

・現在一部路線にバス優先レーンが導入されているが、多くの一般車が進入して

いる状況が見受けられるため、関係機関と有効活用に向けた検討を行う。 

・併せて、幹線バス路線のうち、片側 2 車線以上を有する道路について、1 車線を

バス専用レーンとすることを検討する。なお、道路構造や交通量、導入効果等

を考慮し対象区間を選定するとともに、朝や夕方のラッシュ時など時間を区切

った運用についても検討する。また、検討結果を踏まえて社会実験を実施し、

導入効果や周辺交通への影響を確認する。 

②PTPS(公共車両優先システム)の導入 

・路線バスに対して優先的に信号を制御し、信号停車時間を短縮するシステム 

・現在一部路線において導入されているが、関係機関と有効活用について検討す

るとともに、幹線バス路線を中心に、さらなる導入を検討する。 

実施主体 前橋市、バス事業者、道路管理者、警察 

実施地域 幹線バス路線 

実施時期 H30 H31 H32 H33 H34 
中期 

(H35～H39) 

長期 

(H40～) 

①② 

       

 

 

事業進捗

の目標 

①②関係機関と協議を進め、条件が調った路線から既存設備の有効活用及びバス

専用レーンの設置やさらなる PTPS の導入を行う。 

 

  

段階的に実施 

関係者の協議・調整 
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施策番号 1-3 施策名 鉄軌道のネットワーク化 

施策概要 ①鉄軌道のネットワーク化の検討 

・広域幹線鉄道である JR 線と利用者減の続く上毛線の結節強化による利便性向上

に向けたあらゆる方策について検討を進める。 

・上毛線の抜本的な再生策の一つとして、平成 28 年度に上電沿線市連絡協議会に

おいて実施された「上毛線 LRT 化可能性調査」により抽出された課題について

も、引き続き解決方法の検討を行う。 

・検討にあたっては、今後の交通量変化や市民ニーズを踏まえるとともに、まち

づくり方策と整合させながら、鉄道事業者および、乗り入れ先路線の沿線市や

群馬県と協働して進めていく。 

 

 

図 7-5 鉄軌道のネットワーク化のイメージ 

 

実施時期 H30 H31 H32 H33 H34 
中期 

(H35～H39) 

長期 

(H40～) 

① 
 

 

 

  

計画の検討 
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(2) 各拠点へのアクセス性の向上 

施策番号 2-1 施策名 公共交通不便地域の解消（地域内交通の導入） 

施策概要 ①住民主体によるデマンド交通の形成 

・公共交通不便地域の居住者の移動支援として、住民主体のデマンドバス等の地

域内交通を導入する。 

・運行計画の作成や運賃設定、運行経費の確保などの検討段階から実際の運行に

至るまで地域住民が主体となり、交通事業者、行政と連携しながら新たな交通

モードの構築を行う地域内交通を導入する。なお、地域内交通の導入に併せ、

必要に応じて、同エリア内の既存路線バスとの役割分担、再整理行う。 

②結節・乗換えポイントの設定 

・地域内交通エリア内に結節・乗換ポイント（鉄道駅や都心等を結ぶバス路線の

バス停）を設定することにより、公共交通ネットワークを構築し、広域的な移

動も円滑に行えるようにする。 

 

図 7-6 デマンド交通のイメージ(例) 

実施主体 前橋市、交通事業者、市民 

実施地域 公共交通不便地域 

実施時期 H30 H31 H32 H33 H34 
中期 

(H35～H39) 

長期 

(H40～) 

①② 
       

事業進捗

の目標 

① 1 地域で導入 

② 3 箇所で設定（例：城南地区への導入に伴う大胡駅、駒形駅、総合運動公園） 

  

デマンド交通
需要に応じた運行が可能
だが予約が必要

電話予約

送迎

 実施 
運行手法や計画
の検討、実証実験

の実施 
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【タクシー運賃補助サービス「マイタク」について】 

マイタクとは 

本市では平成 28 年 1 月より高齢者や障害者等の移動困難者対策としてマイタク（でまんど相

乗りタクシー）の運行を実施している。市内のタクシーを利用した際、運賃の一部を本市が支

援する。制度を利用するためには事前登録が必要である。 

「マイタク」と地域公共交通網の関係 

「マイタク」は高齢者や障害者等の特に移動への支援が必要な市民に対する福祉的な施策で

あるため、本計画において本市の幅広い市民に向けた交通ネットワークに特に位置づけを行わ

ないものの、引き続き移動困難者対策として実施してく予定である。 

 

施策番号 2-2 施策名 鉄道駅や主要バス停における結節強化 

施策概要 ①アクセス向上・乗継円滑化のための結節機能の強化 

・利用の多い主要鉄道駅・主要バス停において、様々な交通手段間の円滑な乗継が

できる結節機能の強化を行う。 

・バスと鉄道の結節強化を図るため、電車の発着時刻を考慮したバス運行ダイヤを

設定する。 

・主要バス停においては、バス路線同士や、バス路線・デマンドバス・タクシーの

乗換情報の提供や待合スペースの設置を行う。 

実施主体 前橋市、鉄道事業者、バス事業者 

実施地域 主要鉄道駅・主要バス停周辺 

実施時期 H30 H31 H32 H33 H34 
中期 

(H35～H39) 

長期 

(H40～) 

① 

       

事業進捗

の目標 

① 4 箇所で設定（例：中央前橋駅、大胡駅、駒形駅、総合運動公園） 

 

  

実施計画の検討 

関係者の協議・調整 

段階的に実施 
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施策番号 2-3 施策名 群馬総社駅西口の開設 

施策概要 ①群馬総社駅西口の開設 

・群馬総社駅に、新たに西口の開設とともに、アクセスとなる都市計画道路およ

び西口駅前広場の整備を行い、利用者の利便性向上を図る。 

・駅舎および自由通路については、基礎調査を行い、ＪＲ等関係機関と協議を進

め、都市計画道路および駅前広場と一体的に整備を行い、早期の西口開設を目

指す。 

・群馬総社駅西口へ乗り入れるバス路線を設定し、鉄道との結節強化（施策 2-2）

を図る。 

・西口周辺に駐車場を設置し、自動車から鉄道やバスへの乗り換えの推進（施策

5-1）を検討する。 

  

図 7-7 現在の群馬総社駅 

実施時期 H30 H31 H32 H33 H34 
中期 

(H35～H39) 

長期 

(H40～) 

① 
     

 

  

 

  

実施 関係者の協議・調整 実施計画の検討 
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(3) 公共交通の利便性向上 

施策番号 3-1 施策名 バリアフリー化 

施策概要 ①鉄道・バス利用環境のバリアフリー化・ユニバーサルデザインの推進 

・高齢者や障害者、子ども等を含め、全ての人にやさしい移動空間の形成を図る

ため、ノンステップバスの導入、スムーズな乗降環境の構築、利用の多い鉄道

駅周辺のバリアフリー化を推進し、ユニバーサルデザインの実現を目指す。 

 

図 7-8 標準仕様ノンステップバスの概要 

出典： 国土交通省 

標準仕様ノンステップバス認定要領の一部改正について 

実施主体 前橋市、鉄道事業者、バス事業者 

実施地域 主要鉄道駅・主要バス停周辺 

実施時期 H30 H31 H32 H33 H34 
中期 

(H35～H39) 

長期 

(H40～) 

① 
       

 

事業進捗

の目標 

① 1 駅のバリアフリー化（例：多目的トイレの設置）、 

ノンステップ車両を 5 台導入 

  

通路幅の拡張

ベビ ーカ ーが固定可能な

フ リ ースペースの設置

前向き 優先席 反転式スロ ープ板

巻き 取り 式

車いす固定装置

段階的に実施 
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施策番号 3-2 施策名 バス待ち環境の快適化 

施策概要 ①分散しているバス停の統合 

・系統によって分散しているバス停（例：県庁前、中央前橋駅、けやきウォーク）

について、バス停位置の統合を検討する。可能な限り施設構内へのバス停集約

を図り、利用者の利便性やわかりやすさの向上、バス待ち環境の快適化を図る。 

②主要バス停のバス待ち環境の整備 

・主要バス停に上屋・ベンチ・照明等の設置などを進め、快適なバス待ち環境を

整備する。また、利用者が多く広告の効果が期待される集客施設や中心市街地

の主要バス停では、民間事業者と連携して広告パネル付きの上屋・ベンチの設

置を検討する。 

 

図 7-9 民間事業者による上屋付きバス停留所の設置 

資料：『ｺﾐｭﾆﾃｨ･ｻｲｸﾙによる都市ﾓﾋﾞﾘﾃｨ・ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ戦略』ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ 
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③バス停周辺施設でのバス運行情報の提供 

・バス停周辺の公共施設、商業施設等の屋内において、バス運行情報を提供する

ことで、バス待ち環境の快適化を図るとともに、バス待ち時間の有効活用を可

能にする。 

 

図 7-10 八戸市の運行情報モニター 

資料：第９回地域 ITS 推進団体連絡会 

実施主体 前橋市、バス事業者等 

実施地域 主要バス停周辺 

実施時期 H30 H31 H32 H33 H34 
中期 

(H35～H39) 

長期 

(H40～) 

①～③ 
       

 

  

実施計画の検討 段階的に実施 
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施策番号 3-3 施策名 分かりやすい情報案内 

施策概要 ①バス停、バス車両での分かりやすい情報案内  

・バス停・バス車両において、乗り場の位置、行き先、主要経由地等を分かりや

すく案内する表示方法について、交通事業者間の共通ルールを策定・運用する。 

・また、乗車しているバス車内で、行き先、料金、乗継先の鉄道やバス、今後、

導入を検討するコミュニティサイクル（施策 4-2)等のわかりやすい表示方法や

バスドライバーによる案内方法を検討（施策 3-4)することにより、慣れない人

であっても安心してバスを利用できるようにする。 

②バスロケーションシステムの充実 

・一部系統に導入されている、インターネット上での閲覧などリアルタイムな情

報提供を行うバスロケーションシステムの対象路線拡充を検討する。また、鉄

道駅・主要バス停等ではバス接近情報を表示するシステムの導入を検討する。 

③分かりやすいバスマップの作成と配布 

・分かりやすい路線図、乗り場案内、バス利用方法等を記載したバスマップを作

成・配布する。今後、実施を検討するモビリティ・マネジメント（施策 6-2）

と合わせて配布し、普段バスを利用しない人のバスに関する認知の向上を図る。 

④オープンデータ化による時刻表検索サイト等を活用した情報提供 

・現在、各事業者が個別にホームページ上で提供している、運行ダイヤやバス停、

運賃等の情報を共通フォーマットのデータに変換し、オープンデータとするこ

とで時刻表検索サイトやスマートフォン向けの時刻表検索アプリでの利用を促

し、どの運行事業者、どの路線の利用者であっても、容易に情報が得られるよ

うにする。 

実施主体 前橋市、バス事業者 

実施地域 市内全域 

実施時期 H30 H31 H32 H33 H34 
中期 

(H35～H39) 

長期 

(H40～) 

①～④ 
      

 

 

 

  

実施計画の検討 段階的に実施 
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施策番号 3-4 施策名 バスドライバーのサービス向上 

施策概要 ①わかりやすく丁寧な利用案内サービスの向上 

・路線バス利用者へ対する、行き先や料金等の案内を、バスドライバーがわかりや

すく丁寧に案内することで、慣れない人であっても安心してバスを利用できるサ

ービスを提供する。 

・わかりやすく丁寧な案内を、全てのバスドライバーが提供できるようにするため、

意識啓発や研修を実施する。 

②安心して乗車できる運転技術の向上 

・高齢な利用者の増加に対応し、安心して乗車できる運転技術の向上を目指す技術

研修を実施する。 

実施主体 バス事業者 

実施地域 市内全域 

実施時期 H30 H31 H32 H33 H34 
中期 

(H35～H39) 

長期 

(H40～) 

①～② 
      

 

 

  

実施計画 

の検討 
段階的に実施 
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施策番号 3-5 施策名 サイクルトレインの推進 

施策概要 ①サイクルトレインの推進 

・本市の自転車振興策や観光振興策等の一手段として上毛電鉄のサイクルトレイン

を推進する。市民等へ広く周知することにより、上毛電鉄の利用者の増加を図る。 

 

 

図 7-11 上毛電鉄のサイクルトレイン 

出典：上毛電鉄 HP 

実施主体 前橋市、鉄道事業者 

実施地域 上毛電鉄線沿線 

実施時期 H30 H31 H32 H33 H34 
中期 

(H35～H39) 

長期 

(H40～) 

① 
       

 

  

実施手法 

の検討 
段階的に実施 

実施計画 

の検討 
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施策番号 3-6 施策名 サイクル＆バスライドの推進 

施策概要 ①サイクル＆バスライドの推進 

・バス停付近の公共施設や商業施設等に駐輪スペースを確保し、公共交通利用者が

使用できるよう調整し、自転車から公共交通への乗り換え利便性の向上を図る。 

  

図 7-12 バス停付近に無料自転車駐車場を設置した事例（茅ヶ崎市） 

出典：茅ヶ崎市 HP 

実施主体 前橋市 

実施地域 市内全域 

実施時期 H30 H31 H32 H33 H34 
中期 

(H35～H39) 

長期 

(H40～) 

① 
       

 

 

  

関係者の協

議・調整 
段階的に実施 

実施計画 
の検討 
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施策番号 3-7 施策名 交通系 IC カードの導入 

施策概要 ①交通系 IC カードの導入 

・市内の路線バスおよびコミュニティバス等の運賃の支払いに、交通系 IC カード

の導入を検討し、利用者の利便性向上を図る。 

・IC カードの導入によって、柔軟な料金制の円滑な運用が可能となる。また、利

用履歴データを用いて、バス停間 OD 等の詳細な利用状況を把握することが可能

となり、運行効率化や運行改善の検討材料とすることができる。 

・なお、導入検討にあたっては、既存 IC カードを適用する場合と、独自の IC カ

ードを新設する場合で、導入コストや導入後の運用方法が異なってくることに

留意が必要である。 

実施時期 H30 H31 H32 H33 H34 
中期 

(H35～H39) 

長期 

(H40～) 

① 
       

 

事業進捗

の目標 

① 群馬県、バス事業者等と導入に向けた検討を進め、 

条件が調った路線から導入する。 

  

関係者の協議・調整 実施 
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(4) まちなかの回遊性の向上 

施策番号 4-1 施策名 都心幹線の形成 

施策概要 ①都心幹線の充実 

・都心幹線として、都心内の主要施設を結ぶとともに、回遊性向上による中心市

街地の活性化に寄与する路線を設定する。運行経路は、前橋駅、中央前橋駅、

本町、立川町通り、県庁・市役所、前橋公園(グリーンドーム前橋)、けやきウォ

ーク前橋などを経由するように設定し、シャトル運行の新設、運行時間帯の拡

充も含めて導入を検討する。また、都心幹線と重複する既存のバス路線につい

て見直しを行う。 

②エリア料金制度・乗換割引制度の導入 

・都心幹線・市街地循環バスに定額等のエリア料金や乗換割引制度を導入するこ

とにより、乗換え抵抗の軽減や割安感のイメージ付けにつなげ、バス利用の促

進や中心市街地の回遊性を向上させる。なお、今後、導入を検討するコミュニ

ティサイクル（施策 4-2）をシームレスに利用できる一体的な料金体系について

も併せて検討を行う。 

 

図 7-13 都心幹線の形成イメージ（再掲） 

実施主体 前橋市、バス事業者 

実施地域 都心地域 

実施時期 H30 H31 H32 H33 H34 
中期 

(H35～H39) 

長期 

(H40～) 

①～② 
       

事業進捗

の目標 

① 都心幹線の再編を実施 

② 交通系 IC カードの導入に合わせて制度導入を行う 

  

段階的に実施 
運行計画の検討 

関係者の協議・調整 
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施策番号 4-2 施策名 コミュニティサイクルの導入（サイクルポート設置等） 

施策概要 ①コミュニティサイクルの導入 

・都心内にサイクルポートを設置し、そのポート間で利用できる自転車を貸し出

すサービスを実施する。 

・都心内の主要施設だけでなく、鉄道駅、都心幹線（施策 4-1）の主要バス停、都

心周縁部駐車場等、他手段と連携できるポート配置を行う。 

②都心内のバスとのシームレスな料金体系 

・都心幹線（施策 4-1）とのセット料金等、バスとコミュニティサイクルのシーム

レスな利用を推進する。 

実施主体 前橋市 

実施地域 都心地域 

実施時期 H30 H31 H32 H33 H34 
中期 

(H35～H39) 

長期 

(H40～) 

①② 

       

 

 

施策番号 4-3 施策名 歩行・自転車利用環境の改善 

施策概要 ①まちなかで快適に歩ける歩行環境の構築 

・都心内において、歩道整備や自動車の速度の抑制策などを検討し、歩行者の安

全性・快適性を向上させるとともに、けやき並木の景観形成に努め、市のシン

ボルとなる高質な歩行環境を形成する。 

②まちなかで自転車を安全・快適に利用できる環境の構築 

・都心内において、快適な自転車通行環境を構築するとともに、歩行者の安全性

向上を図る。また、荷捌きスペースや路外駐車場を整備するなどの路上駐停車

対策を行い、車道左端の通行空間の確保に努める。 

 

実施時期 H30 H31 H32 H33 H34 
中期 

(H35～H39) 

長期 

(H40～) 

①② 

       

 

  

関係者の協議・調整 

実施計画 

の検討 

実施手法 

の検討 

段階的に整備着手 

段階的に計画を検討 

段階的に実施 



 

 

  
113 

 

  

施策番号 4-4 施策名 本町二丁目交差点の改良 

施策概要 ①本町二丁目交差点の改良 

・同交差点は、現状五差路となっており、構造が複雑かつ交通量も多いことから、

路線バスの定時性確保が難しく、歩行者や自転車も通行しにくい。また、本市

のシンボルであるケヤキ並木の一体的な景観形成やまちづくりの推進に課題が

ある。このため、駅周辺とまちなかに連続性を持たせ、回遊性が向上するよう

な交差点改良計画と整合を図りながら、その効果を充分に発揮することが出来

るバス交通網や鉄軌道ネットワーク等を構築する。 

実施時期 H30 H31 H32 H33 H34 
中期 

(H35～H39) 

長期 

(H40～) 

① 
 

 

  

計画の検討 
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(5) 都心地域への自動車利用の抑制 

施策番号 5-1 施策名 パーク＆ライド等の推進 

施策概要 ①パーク＆ライド、パーク＆バスライドの推進 

・郊外の鉄道駅や主要なバス停周辺に駐車場を設置し、自動車から鉄道や路線バ

スへの乗り換え、都心への自動車乗り入れ抑制を推進する。 

・鉄道駅やバス停周辺の公共施設や商業施設等の既存駐車場の活用、駐車場用地

の確保に向けて、協議・調整等が必要となる。 

・設置にあたっては、駐車料金やバス料金の割引、駐車場への附帯施設（商業施

設等）の設置等を検討し、利用促進を図っていく必要がある。 

実施主体 前橋市 

実施地域 郊外の鉄道駅、主要バス停周辺 

実施時期 H30 H31 H32 H33 H34 
中期 

(H35～H39) 

長期 

(H40～) 

①        

 

施策番号 5-2 施策名 都心周縁部の駐車施設の集約化 

施策概要 ①駐車施設の集約化・適正配置 

・都心周縁部へ駐車施設を配置することで、公共交通や人が中心になる市街地形

成を図る。 

・なお、駐車後の他手段との連携を図るために、都心幹線バス（施策 4-1）、コミ

ュニティサイクル（施策 4-2）の導入状況を考慮した検討が必要となる。 

実施時期 H30 H31 H32 H33 H34 
中期 

(H35～H39) 

長期 

(H40～) 

①        

 

  

関係者の 

協議・調整 
段階的に実施 

実施計画 
の検討 

関係者の 

協議・調整 
段階的に実施 

実施計画 

の検討 
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 施策を推進する方策  7-2-2 

(1) 多様な主体の連携によるみんなで支える交通まちづくりの推進 

施策番号 6-1 施策名 公共交通の積極的な利用推進 

施策概要 ①公共交通の積極的な利用の呼びかけ・発信 

・公共交通の乗り方の解説はもとより、経済、健康、環境面等の公共交通のメリ

ットも紹介する「乗り方ガイド」をリニューアルする。 

・本市への通勤・通学ドライバー向けに、公共交通利用を促す積極的な PR を行う。

ポスター・チラシによる PR 実施に加えて、ラジオ・CM 等、発信力が高い PR

方法を検討する。 

②商業施設等と連携した公共交通の利用促進 

・中心市街地をはじめ市内の商業施設等において、公共交通利用による来訪者へ、

買物割引等を検討する。割引の補填等、事業者負担の協議が必要となる。 

実施主体 前橋市、商業施設等 

実施地域 市内全域 

実施時期 H30 H31 H32 H33 H34 

① 
     

② 
     

 

  

実施計画の検討 段階的に実施 

関係者の協議・調整 段階的に実施 実施手法の検討 実施計画の検討 
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施策番号 6-2 施策名 市民意識の醸成（モビリティマネジメント） 

施策概要 ①各種コミュニケーション施策の実施 

・公共交通の利便性が高い、鉄道駅周辺、広域幹線・都心幹線バス沿線地域を中

心に、過度な自動車依存から、公共交通や徒歩を含めた多様な交通手段を適度

に利用する状態へ行動変容を促す各種コミュニケーション施策を実施する。 

②ターゲットを絞り込んだ個別のモビリティマネジメント 

・本市への転入手続き時に、バスマップや時刻表など、公共交通に関する情報提

供を行い、公共交通を利用した新生活を促す。 

・運転免許更新時に、過度に自動車に依存しない生活への意識啓発冊子を配布、

免許返納の推進を行う。 

・市内事業所の従業者向けに、公共交通マップや時刻表などの情報提供とアンケ

ートを組み合わせたコミュニケーションによる利用啓発を行う。 

 

図 7-14 十勝バスの目的別時刻表 

資料：一般社団法人日本モビリティマネジメント会議ホームページ 

 

実施主体 前橋市 

実施地域 市内全域 
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 8. 進捗管理 

 

 8-1 進捗管理スケジュール 

計画の進捗の管理については、PDCA サイクルで実施する。 

毎年、各施策の事業進捗、次年度の実施予定を確認し、事業着手が本格化する 3 年目に

一度総括を行い、後半の事業推進につなげる。 

計画最終年の 5 年目には、事業進捗に加えて、事業成果を検証する。これら本計画の実

施・検証結果を基に、中・長期の網形成計画への見直しにつなげる。 

 

図 8-1 PDCA サイクルのイメージ 
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 8-2 推進体制 

本計画の推進にあたっては、本計画の策定にあたり設置された前橋市地域公共交通再生

協議会が、引き続き施策の実施状況の評価や計画の見直し等を行う。 

 

【前橋市地域公共交通再生協議会について】 

 

設置根拠 地域公共交通の活性化及び再生に関する法律（平成１９年法律第５９号）第６

条第１項の規定に基いて設置 

設置年月日 平成２９年２月２８日 

構成員 以下の通り 

区分 所属組織・役職 

計画策定団体 

前橋市 副市長 

前橋市 政策部長 

前橋市 都市計画部長 

公共交通事業者 

東日本旅客鉄道株式会社高崎支社 総務部 企画室長 

上毛電気鉄道株式会社 取締役社長 

一般社団法人群馬県バス協会 乗合部会長 

前橋地区タクシー協議会長 

道路管理者 

国土交通省 関東地方整備局 高崎河川国道事務所長 

群馬県 前橋土木事務所長 

前橋市 建設部長 

公安委員会・警察 
前橋警察署長 

前橋東警察署長 

住民代表（利用者） 
前橋地域づくり連絡会  委員長 

前橋街づくり協議会 直前会長 

学識経験者 
一般財団法人運輸調査局 理事・調査研究センター部長 

前橋工科大学 教授 

国関係者 

国土交通省 関東運輸局 交通政策部 交通企画課長 

国土交通省 関東運輸局 群馬運輸支局 首席運輸企画専門官 

国土交通省 関東地方整備局 建政部 都市整備課長 

群馬県関係者 
群馬県 県土整備部 交通政策課長 

群馬県 県土整備部 都市計画課長 

商工・観光関係者 前橋商工会議所 快適なまちづくり専門委員会委員長 

 

業務 網形成計画の策定及び変更に係る協議に関すること。 

網形成計画の実施に係る協議に関すること。 

網形成計画に位置付けられた事業の実施に関すること。 

その他協議会の目的を達成するために必要な事項に関すること。 

 

 


